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長
い
冬
期
間
の
出
稼
ぎ
、
ご
く
ろ

う
さ
ま
で
し
た
。
十
日
町
保
健
所
で

は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
出
稼
ぎ
者
の
健

康
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
の
で

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
　
五
月
二
十
六
日
㈲
　
六

月
六
日
囲

●
受
付
時
間
　
午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
～
二
時
半

●
会
場
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
検
診
項
目
　
問
診
、
検
尿
、
血
圧

測
定
、
聴
診
、
検
便
、
血
液
検
査

（
第
二
次
検
診
該
当
者
は
、
心
電
図

検
査
、
眼
底
検
査
）

●
当
日
持
参
す
る
も
の
　
出
稼
労
働

手
帳
、
検
便

　
当
日
は
、
眼
底
検
査
を
実
施
す
る

関
係
で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
開
眼
検
診
を

　
　
　
無
料
で
実
施

　
新
潟
県
で
は
、
「
目
の
見
え
な
い
人
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勢
翻

た
ち
に
愛
の
光
を
お
く
ろ
う
」
と
、

昭
和
四
十
一
年
か
ら
開
眼
検
診
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
業
の

一
環
と
し
て
、
開
眼
検
診
（
角
膜
移

植
適
応
者
の
把
握
を
主
旨
）
と
一
般

検
診
を
新
潟
眼
球
銀
行
及
び
新
潟
大

学
医
学
部
の
協
力
を
得
て
無
料
で
実

施
し
て
い
ま
す
．

　
今
年
度
も
つ
ぎ
の
人
を
対
象
に
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
十
日
町

保
健
所
（
8
二
－
二
四
〇
〇
番
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
．

囹
対
象
者

①
視
覚
関
係
身
体
障
害
者
程
度
等
級

表
の
一
級
か
ら
六
級
の
人

②
潜
在
視
力
障
害
者

③
一
般
検
診
を
受
け
た
い
人
（
通
院

中
の
人
及
び
学
校
保
健
法
の
適
用
を

受
け
る
幼
児
、
児
童
、
生
徒
を
除
く
）

囹
申
込
締
切
　
五
月
三
十
一
日
出

圃
実
施
予
定
時
期
　
七
月
上
旬

　
な
お
、
希
望
者
に
は
後
日
検
診
月

日
等
を
個
人
通
知
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
十
日
町
保
健
所

に
お
問
い
ム
ロ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

　
　
　
　
の
ご
案
内

　
十
日
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
で
は
、

つ
ぎ
の
日
程
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

を
実
施
し
ま
す
．
入
場
は
無
料
で
す

の
で
、
多
数
、
こ
来
場
く
だ
さ
い
。

O
日
時
　
五
月
二
十
一
日
困

　
　
　
　
　
午
後
二
時
よ
り

○
会
場
　
十
日
町
商
工
会
議
所
四
階

ホ
ー
ル

O
講
師
　
安
積
義
朗
氏
（
東
北
原
子

力
懇
談
会
理
事
）

O
演
題
　
　
「
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
　
こ
市
し
り

　
．
‘
で
ま
な
　
　
円
円

の
正
会
れ
に
　
0
0
0
0

額
敏
磁
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坊
る

慧
麟
畿
隙

の
税
聡
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謂
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狂
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ρ
エ

、
｝
の
9
マ
、
．
£

　
　
　
　
　
　
の

仰焔
　
　
　
　
¢
》
姥

一季節の味覚・たけのこ御飯一

　“たけのこ“は今が一番おいしい季節です。そのたけグ）

こを使った“たけのこ御飯“を味と栄養を考慮して、具を

たくさん入れたものをご紹介します。

旬の香りをおたのしみ下さい。
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リ
ウ
マ
チ
患
者
と

家
族
の
み
な
さ
ん
ヘ

　
リ
ウ
マ
チ
の
会
は
結
成
十
周
年
を

迎
え
、
左
記
の
よ
う
に
講
演
会
を
計

画
し
ま
し
た
。

　
リ
ウ
マ
チ
．
の
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、

家
族
の
か
た
、
近
所
の
か
た
も
お
さ

そ
い
あ
っ
て
多
数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時
　
五
月
二
十
五
日
㈲
　
午
前
九

時
半
～
午
後
三
時

会
場
　
老
人
憩
い
の
家
四
ツ
宮
荘

昼
食
　
各
自
持
参
（
当
日
出
前
も
可
）

講
師
　
村
沢
章
先
生
（
新
潟
大
医
学

部
整
形
外
科
）

問
い
合
わ
せ
　
小
海
清
（
8
七
－
五

一
八
五
番
）

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

●材料と分量（4人前）

A

米 カップ3

B

出し昆布 10　㎝

水 カップ2／3強 鶏　　肉 1509
砂　　糖 小さじ1 酒 大さじ11／2

塩 小さじ1／2～1弱 茄で筍 1509
しょうゆ 大さじ2 油揚げ 1　枚

酒 大さじ2 もみの　1） 1　枚
さんしょの芽 4　枚

繍k〈〈なぬ

越鵬

（
鯛
籠
簾
難
欄
）

　
▼
ナ
ツ
メ
・
愛
好
会
　
五
万
三
千

六
百
三
十
七
円
（
雪
ま
つ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
収
益
）
　
▼
東
北
電
力
十
日
町

分
会
青
年
部
　
二
万
五
千
円
　
▼
鈴

木
加
工
所
　
靴
百
足
　
▼
村
昌
サ
ン

ク
リ
ー
ン
（
新
宮
）
五
千
円
　
▼
内

藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼
蕪
木
義

男
（
神
明
町
）
六
千
円

香
典
返
し

　
▼
小
沢
才
吉
（
小
泉
）
三
万
円

▼
柳
東
作
（
六
箇
山
谷
）
三
万
円

▼
遠
田
邦
市
（
川
治
内
後
）
二
万
円

　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
五
月
十
二
日
㈲
　
午
後
一
時
～

四
時
半
ま
で
　
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上

田
原
　
▼
五
月
十
四
日
㈱
　
午
前
八

時
～
正
午
ま
で
　
下
川
原
町
、
南
新

田
町
、
四
日
町
新
田
第
三
の
一
部

▼
五
月
十
四
日
困
　
午
後
一
時
半
～

・
納
期
限
五
月
三
十
一

日

1穴上写　　円『『　　義内ン鈴町リ千i●作り方
　　　　　　　　　　　　　　　　　1　①米は炊く30分かr）1時間前に洗って、ざるにあげ水け

ll難叢雛霧1繋i繋1蕉欝鍔1灘㌘。
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五
時
ま
で
　
八
幡
田
町
　
▼
五
月
十

五
日
困
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま

で
　
天
池

　
　
　
　
　
　
　
h
“

づ
・
が
2
　
蜀

○
市
内
の
最
高
齢
の
か
た
三
人
に
お

米
の
話
を
聞
き
ま
し
た
．
物
が
あ
ふ

れ
、
米
の
価
値
が
忘
れ
ら
れ
か
け
、

豊
富
な
食
糧
が
あ
ふ
れ
て
い
る
今
の

時
代
が
、
先
人
の
汗
と
苦
労
の
上
に

築
か
れ
て
き
た
こ
と
を
、
一
世
紀
を
生

き
た
人
た
ち
の
声
を
通
し
て
訴
え
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
　
「
開
拓
時
代
は

本
当
に
苦
る
し
か
っ
た
」
と
い
う
玉

田
さ
ん
．
　
「
便
所
に
落
ち
た
ご
飯
さ

え
拾
っ
て
食
べ
ろ
」
と
教
え
ら
れ
た

藤
田
さ
ん
。
　
「
カ
テ
メ
シ
」
の
思
い

出
を
語
る
市
村
さ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
に

生
活
の
重
み
と
、
米
に
対
す
る
愛
着

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
．

今
月
の
納
税
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くリガえずまい昌の惨状を
十日町大火から80年

大
火
の
様
子
を
伝
え
る
図

　高田町1
三輪孝義さん

　
　
大
火
の
年
う
ま
れ
で
す

　
　
私
の
戸
籍
は
、
明
治
三
十
三
年
七

月
三
日
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
が

本
当
は
六
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
の

で
す
よ
。
大
火
か
ら
三
日
目
に
お
袋

ぴ
が
川
治
の
実
家
で
生
ん
だ
の
で
す
が
、

ー
役
場
は
焼
け
て
帳
簿
は
な
い
し
、
職

｝
員
も
食
糧
の
配
給
や
見
舞
客
な
ど
の

｝
応
待
で
忙
が
し
く
て
、
届
け
を
出
せ

ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
　
今
年
は
、
十
日
町
大
火
か
ら
八
十
年
で
す
。
当
時
の
十
日
町
の
総
戸
数
（

（
千
四
十
戸
の
う
ち
、
実
に
七
百
十
二
戸
を
焼
き
つ
く
し
た
大
惨
事
で
す
・
（

（
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
　
し
カ
し
、
今
は
も
う
そ
の
記
憶
も
う
す
れ
、
火
災
の
様
子
や
復
興
の
苦
（

（
る
し
み
を
語
り
伝
え
る
人
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
歴
史
の
か
な
た
に
忘
（

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

（
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
（

（
　
現
在
の
消
防
力
は
、
機
械
力
、
人
的
体
制
と
も
当
時
と
は
比
較
に
な
ら
（

（
な
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
（

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
一
言
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
起
こ
し
（

（
て
み
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

大
火
の
状
況

　
十
日
町
大
火
は
、
八
十
年
前
の
明

治
三
十
三
年
六
月
十
日
に
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
大
火
の
状
況
を
十
日
町

誌
に
は
「
十
日
町
民
ノ
特
筆
大
書
シ

テ
永
久
二
忘
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
」
と

し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
三
年
六
月
十
日
の
午
後

十
一
時
頃
、
原
町
西
側
、
機
業
大
島

清
七
宅
（
今
の
本
町
一
丁
目
、
消
防

器
具
置
場
付
近
）
か
ら
出
火
し
、
丁

度
、
晴
天
続
き
だ
っ
た
の
と
、
フ
ェ

；
ン
現
象
も
加
わ
っ
て
、
火
勢
も
の

す
ご
く
後
藤
屋
（
現
在
の
朝
日
堂
付

近
）
あ
た
り
ま
で
い
っ
き
に
燃
え
て

き
た
時
に
、
風
は
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、
小
雨
ま
じ
り
の
西
風
と
な
っ
て

宮
下
方
面
を
ひ
と
の
み
に
な
め
つ
く

し
、
更
に
北
に
向
っ
て
延
焼
し
、
翌

十
一
日
の
朝
方
、
江
道
方
面
か
ら
の

山
お
ろ
し
が
吹
き
、
そ
の
風
下
の
西

浦
を
焼
き
払
い
、
丸
一
昼
夜
燃
え
続

け
て
よ
う
や
く
夜
の
十
時
頃
鎮
火
し

た
。　

わ
ず
か
に
焼
け
残
っ
た
の
は
、
川

原
町
、
袋
町
、
高
田
町
、
若
宮
町
、

田
中
町
、
五
之
町
な
ど
の
町
内
の
一

る
状
態
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
当
時
、
火
災
か
ら
復
興
す
る
為
に

町
債
を
発
行
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

返
済
が
出
来
な
く
て
夜
逃
げ
し
た
人

た
ち
が
、
東
京
の
下
谷
の
竜
泉
寺
に

集
っ
て
十
日
町
村
が
出
来
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
初
に
行
っ
た
与
助
ど

ん
と
い
う
人
が
ま
だ
そ
こ
に
い
る
と

い
う
話
を
最
近
聞
き
ま
し
た
。

　
火
災
予
防
は
、
結
局
は
火
の
用
心

　
　
　
　
　

で
す
。
め
い
め
い
が
自
分
の
家
庭
で

職
場
で
、
地
域
で
火
の
用
心
を
徹
底

す
る
こ
と
で
す
ね
え
。
消
防
力
が
ど

ん
な
に
充
実
し
て
も
こ
れ
で
万
全
だ

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

部
だ
け
で
、
焼
失
戸
数
は
七
百
五
十

二
戸
、
焼
失
土
蔵
七
十
一
棟
、
半
焼

土
蔵
五
十
棟
、
全
焼
納
屋
百
二
十
三

棟
、
罹
災
者
は
三
千
八
百
八
十
二
人

に
も
の
ぼ
り
、
損
害
額
は
、
当
時
の

価
格
で
二
百
万
円
も
の
多
額
に
及
ん

だ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
日
当
が
一
日
二
銭
、
米
一

俵
が
三
円
七
十
六
銭
で
す
か
ら
、
米

価
を
基
準
に
し
て
も
現
在
の
百
億
円

余
に
相
当
す
る
大
被
害
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
復
興
の
為
に
町
役
場
で
は
、

町
債
十
一
万
八
千
円
を
起
こ
し
、
そ

の
全
額
を
返
済
す
る
の
に
二
十
三
年

も
か
か
り
、
全
部
を
償
還
し
た
大
正

十
年
三
月
二
十
六
日
に
は
、
全
町
が

国
旗
を
か
か
げ
、
桜
燈
ろ
う
を
つ
け

て
祝
賀
会
を
や
っ
た
と
い
う
当
時
の

町
民
の
苦
労
を
し
の
ば
せ
る
話
も
残

っ
て
い
ま
す
．
十
日
町
市
が
被
っ
た

空
前
絶
後
の
大
災
害
で
あ
り
、
絶
対

に
忘
れ
ら
れ
な
い
大
事
件
な
の
で
す
。
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昭
和
三
十
年
代
と
五
十
年
代
の
火
災
原
因
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
鉢
に
よ
る
出
火
が
ほ
と
ん
ど
な
く

と・おガ夢』雪3）
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　昭和33年～37年

　
昭
和
二
十
九
年
に
十
日
町
市
が
誕

生
し
て
か
ら
、
昭
和
五
十
四
年
ま
で

の
二
十
六
年
間
に
、
実
に
七
百
四
十

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
年

間
に
四
十
件
以
上
も
火
災
が
発
生
し

て
い
た
頃
に
比
べ
る
と
発
生
件
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
．
そ
れ
で
も
年

間
二
十
件
前
後
の
火
災
が
発
生
し
て

市内大規模火災の歴史
　　　　　（全焼5戸、死亡者5名以上）

出火原因

年
矯
騨
器

糾
　
謙
2
　
鶴
　
　
知

～
　
柊
の
　
　
　
鼻
搾
躍

年
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
マ
”

脚
鵬
　
懇

　
　
影
　
　
　
の
た
霧

　
　
イ
o
揮
シ
ィ
ス
　
　
　
　
車
灰
F
蔑
o
季
ヶ

い
ま
す
。

　
火
災
の
発
生
原
因
を
、
昭
和
三
十

年
の
前
半
五
年
間
と
最
近
五
年
問
で

比
較
し
て
み
る
と
、
使
用
燃
料
が
薪
、

炭
な
ど
か
ら
石
油
、
ガ
ズ
、
電
気
な

ど
に
変
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
火

原
因
に
も
変
化
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

炉
や
カ
マ
ド
、
コ
タ
ツ
、
ア
ン
カ
、

年　　月 町　名 焼　　失　　戸　　数 備　考

元文6年2月 2の丁東側全焼162戸　土蔵36棟

弘化2年3月 袋　　　町 全焼11戸

元治元年6月 下条新保 全焼7戸 放火

慶応3年7月 高　田　町 全焼26戸半焼5戸土蔵

2棟
／

明治8年4月 原町西側 全焼7戸

33年6月 原町西側 全焼752戸土蔵71棟納屋 負傷者5名

123棟　半焼土蔵50棟

大正4年11月 1　の　丁全焼7戸　半焼2戸

昭和4年6月 江　　　道 全焼6戸半焼6戸土蔵1棟
14年7月 2　の　丁全燐5戸　半焼1戸

15年5月 菅　　　沼 全焼11戸土蔵7棟物置3棟

18年1月 山　　　本 全焼5棟 工場

21年8月 姿 全焼5戸

25年5月 池　　　谷 全焼8戸

36年5月 土　　　市 全焼10戸

36年7月 魚之田川 全焼1戸 死亡者5名

41年12月 塩　ノ　又 全焼1戸 死亡者5名

な
り
、
煙
突
の
不
備
や
火
の
粉
、
取
灰

の
不
始
末
な
ど
も
半
減
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
電
気
関
係
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
に
よ
る
も
の
が
四
倍
に
も
増
加

し
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
天
ぶ
ら
鍋

の
引
火
に
よ
る
火
災
の
多
発
で
す
。

こ
れ
は
、
以
前
に
使
わ
れ
た
燃
料
や

石
油
よ
り
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
熱
量
が

高
く
、
短
時
間
に
油
の
温
度
が
発
火

点
（
約
五
百
度
C
）
に
達
す
る
の
を

知
ら
な
い
で
、
チ
ョ
ッ
と
の
油
断
を

し
て
い
る
人
が
多
い
た
め
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
件
数
で
一
番
増
加
し

て
い
る
の
が
、
枯
草
焼
な
ど
に
よ
る

林
野
火
災
で
す
。
こ
れ
は
二
十
年
前

ら
『
も
嚇

　土市第3
根津長一さん

　
戦
後
の
大
火
は
土
市
の
火
災

　
戦
後
の
一
番
大
き
な
火
災
は
土
市

｛
の
火
災
で
す
。
発
生
し
た
の
は
、
三

卍
十
六
年
五
月
九
日
の
早
朝
で
、
当
時
、

｝
消
防
の
ポ
ン
犬
部
長
を
し
て
い
ま
し

｝
た
の
で
早
速
か
け
つ
け
ま
し
た
が
、

断
ポ
ン
プ
小
屋
も
燃
え
る
一
歩
手
前
で
、

｛
手
引
き
の
ポ
ン
プ
は
そ
の
時
焼
け
て

｛
し
ま
い
ま
し
た
．
燃
え
た
の
は
九
軒

の
二
倍
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
以
前
に
は
、
年
に
何
回

も
草
刈
を
し
て
い
た
も
の
が
、
今
は

し
な
く
な
り
、
野
山
が
荒
れ
て
、
春

耕
時
に
焼
き
払
う
よ
う
に
な
っ
た
た

め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
際
の
電
話

　
　
問
い
合
せ
に
つ
い
て

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で
は

火
災
現
場
、
水
道
水
源
地
、
市
役
所

や
警
察
な
ど
へ
の
連
絡
、
非
番
の
消

防
署
員
の
召
集
な
ど
、
緊
急
な
電
話

連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
か
た
か
ら

の
問
い
合
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
が
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足
の

た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、
消
火

活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　
消
火
活
動
関
係
者
以
外
の
消
防
署

へ
の
問
い
合
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

十
四
棟
で
罹
災
者
は
四
十
何
人
だ
っ
｛

た
と
思
い
ま
す
。
皆
ん
な
中
学
の
寄
一

宿
舎
で
一
時
し
の
ぎ
を
し
て
い
た
も
剛

の
で
す
。
火
災
の
時
は
、
結
婚
し
て
｝

十
日
目
で
、
家
を
改
装
し
た
矢
先
の
㌦

出
来
事
で
し
た
。
運
び
出
せ
た
の
は
、
凸

畳
が
二
～
三
枚
、
米
が
一
～
二
俵
、

そ
れ
t
仏
だ
ん
が
一
つ
ぐ
ら
い
だ
っ
｝

た
で
し
ょ
う
か
。
ド
ロ
ボ
ー
は
み
ん
｝

な
持
っ
て
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
火
災
㌦

は
、
そ
れ
こ
そ
土
台
石
一
つ
ま
で
駄
へ

目
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
一

も
の
で
す
。
死
に
も
の
狂
い
で
働
い
一

て
、
普
通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
に
｝

は
十
年
は
か
か
り
ま
し
た
ね
え
。

明
治
六
年
、
十
日
町
防
火
組
を
設
置
f
－

　
甲
、
乙
、
丙
の
三
組
、
組
員
百
三

　
十
名
、
用
具
は
水
鉄
砲
、
と
び
口
、

　
数
年
後
に
龍
吐
水
を
配
置
。

明治時代初期の消防用具

を
う
け
る
。

大うちわとぴぐち

　】嚢

明
治
二
十
七
年
、
公
設
十
日
町
消
防

　
組
設
置
、
組
員
百
四
十
名
。

明
治
三
十
三
年
、
十
日
町
大
火
。
当

　
時
の
消
防
機
械
力
は
腕
用
ポ
ン
プ

　
三
台
、
近
隣
の
村
か
ら
の
応
援
、

腕
用
ポ
ン
プ
三
台
で
消
火
作
業
。

明
治
四
十
四
年
、
消
防
施
設
充
実
の

　
故
に
、
県
消
防
議
会
か
ら
表
彰
さ

　
れ
、
金
馬
簾
三
流
を
贈
与
さ
れ
る
。金馬簾三流

大
正
七
年
、
機
動
力
の
充
実
を
図
る

　
た
め
蒸
気
ポ
ン
プ
を
一
台
購
入
。

昭
和
五
年
、
島
即
久
吉
氏
（
松
之
山

　
町
）
か
ら
自
動
車
ポ
ン
プ
の
寄
贈

最初の自勘車ポンプ

昭
和
十
四
年
、
勅
令
に
よ
り
消
防
組

　
を
廃
し
、
十
日
町
警
防
団
を
設
置

　
し
消
防
部
、
防
護
部
の
二
部
制
。

昭
和
二
十
年
、
常
備
消
防
部
を
設
置

　
し
部
員
五
名
、
消
防
ポ
ン
プ
一
台

　
配
置
。
常
備
消
防
庁
舎
も
新
築
。

昭
和
二
十
二
年
、
警
防
団
を
廃
し
、

　
警
察
か
ら
分
離
し
て
、
自
治
体
消

　
防
の
十
日
町
消
防
団
を
設
置
。

昭
和
二
十
九
年
、
町
村
合
併
に
よ
り

　
十
日
町
市
消
防
団
を
設
置
。

昭
和
四
十
八
年
、
郡
内
四
市
町
村
で

　
広
域
消
防
業
務
を
開
始
。

旧
消
防
庁
舎



も
、
o
o

’
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くリガえずまい昌の惨状を
十日町大火から80年

大
火
の
様
子
を
伝
え
る
図

　高田町1
三輪孝義さん

　
　
大
火
の
年
う
ま
れ
で
す

　
　
私
の
戸
籍
は
、
明
治
三
十
三
年
七

月
三
日
生
ま
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
が

本
当
は
六
月
十
三
日
に
生
ま
れ
た
の

で
す
よ
。
大
火
か
ら
三
日
目
に
お
袋

ぴ
が
川
治
の
実
家
で
生
ん
だ
の
で
す
が
、

ー
役
場
は
焼
け
て
帳
簿
は
な
い
し
、
職

｝
員
も
食
糧
の
配
給
や
見
舞
客
な
ど
の

｝
応
待
で
忙
が
し
く
て
、
届
け
を
出
せ

ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

（
　
今
年
は
、
十
日
町
大
火
か
ら
八
十
年
で
す
。
当
時
の
十
日
町
の
総
戸
数
（

（
千
四
十
戸
の
う
ち
、
実
に
七
百
十
二
戸
を
焼
き
つ
く
し
た
大
惨
事
で
す
・
（

（
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
　
し
カ
し
、
今
は
も
う
そ
の
記
憶
も
う
す
れ
、
火
災
の
様
子
や
復
興
の
苦
（

（
る
し
み
を
語
り
伝
え
る
人
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
歴
史
の
か
な
た
に
忘
（

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

（
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
（

（
　
現
在
の
消
防
力
は
、
機
械
力
、
人
的
体
制
と
も
当
時
と
は
比
較
に
な
ら
（

（
な
い
ほ
ど
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
と
（

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
一
言
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
起
こ
し
（

（
て
み
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

大
火
の
状
況

　
十
日
町
大
火
は
、
八
十
年
前
の
明

治
三
十
三
年
六
月
十
日
に
発
生
し
ま

し
た
。
そ
の
大
火
の
状
況
を
十
日
町

誌
に
は
「
十
日
町
民
ノ
特
筆
大
書
シ

テ
永
久
二
忘
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
事
」
と

し
て
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
十
三
年
六
月
十
日
の
午
後

十
一
時
頃
、
原
町
西
側
、
機
業
大
島

清
七
宅
（
今
の
本
町
一
丁
目
、
消
防

器
具
置
場
付
近
）
か
ら
出
火
し
、
丁

度
、
晴
天
続
き
だ
っ
た
の
と
、
フ
ェ

；
ン
現
象
も
加
わ
っ
て
、
火
勢
も
の

す
ご
く
後
藤
屋
（
現
在
の
朝
日
堂
付

近
）
あ
た
り
ま
で
い
っ
き
に
燃
え
て

き
た
時
に
、
風
は
ま
す
ま
す
強
く
な

り
、
小
雨
ま
じ
り
の
西
風
と
な
っ
て

宮
下
方
面
を
ひ
と
の
み
に
な
め
つ
く

し
、
更
に
北
に
向
っ
て
延
焼
し
、
翌

十
一
日
の
朝
方
、
江
道
方
面
か
ら
の

山
お
ろ
し
が
吹
き
、
そ
の
風
下
の
西

浦
を
焼
き
払
い
、
丸
一
昼
夜
燃
え
続

け
て
よ
う
や
く
夜
の
十
時
頃
鎮
火
し

た
。　

わ
ず
か
に
焼
け
残
っ
た
の
は
、
川

原
町
、
袋
町
、
高
田
町
、
若
宮
町
、

田
中
町
、
五
之
町
な
ど
の
町
内
の
一

る
状
態
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
当
時
、
火
災
か
ら
復
興
す
る
為
に

町
債
を
発
行
し
た
の
で
す
が
、
そ
の

返
済
が
出
来
な
く
て
夜
逃
げ
し
た
人

た
ち
が
、
東
京
の
下
谷
の
竜
泉
寺
に

集
っ
て
十
日
町
村
が
出
来
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
最
初
に
行
っ
た
与
助
ど

ん
と
い
う
人
が
ま
だ
そ
こ
に
い
る
と

い
う
話
を
最
近
聞
き
ま
し
た
。

　
火
災
予
防
は
、
結
局
は
火
の
用
心

　
　
　
　
　

で
す
。
め
い
め
い
が
自
分
の
家
庭
で

職
場
で
、
地
域
で
火
の
用
心
を
徹
底

す
る
こ
と
で
す
ね
え
。
消
防
力
が
ど

ん
な
に
充
実
し
て
も
こ
れ
で
万
全
だ

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。

部
だ
け
で
、
焼
失
戸
数
は
七
百
五
十

二
戸
、
焼
失
土
蔵
七
十
一
棟
、
半
焼

土
蔵
五
十
棟
、
全
焼
納
屋
百
二
十
三

棟
、
罹
災
者
は
三
千
八
百
八
十
二
人

に
も
の
ぼ
り
、
損
害
額
は
、
当
時
の

価
格
で
二
百
万
円
も
の
多
額
に
及
ん

だ
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
の
日
当
が
一
日
二
銭
、
米
一

俵
が
三
円
七
十
六
銭
で
す
か
ら
、
米

価
を
基
準
に
し
て
も
現
在
の
百
億
円

余
に
相
当
す
る
大
被
害
だ
っ
た
の
で
す
。

　
こ
の
復
興
の
為
に
町
役
場
で
は
、

町
債
十
一
万
八
千
円
を
起
こ
し
、
そ

の
全
額
を
返
済
す
る
の
に
二
十
三
年

も
か
か
り
、
全
部
を
償
還
し
た
大
正

十
年
三
月
二
十
六
日
に
は
、
全
町
が

国
旗
を
か
か
げ
、
桜
燈
ろ
う
を
つ
け

て
祝
賀
会
を
や
っ
た
と
い
う
当
時
の

町
民
の
苦
労
を
し
の
ば
せ
る
話
も
残

っ
て
い
ま
す
．
十
日
町
市
が
被
っ
た

空
前
絶
後
の
大
災
害
で
あ
り
、
絶
対

に
忘
れ
ら
れ
な
い
大
事
件
な
の
で
す
。
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昭
和
三
十
年
代
と
五
十
年
代
の
火
災
原
因
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
鉢
に
よ
る
出
火
が
ほ
と
ん
ど
な
く

と・おガ夢』雪3）

枯車

／　　ぞの他　　　　　　　＼

　　29什　　石蝦鹸
　　　　　　　　餌脅コ9ツ，アン　・

×鉢
　／殖　　　　9バコ．マ

蜘」編風　　　〃脅

8湯掬聯・
　　　9什　　　～
　　　　　　　　醗
　　禾庶．続毛栃∩干始末

　昭和33年～37年

　
昭
和
二
十
九
年
に
十
日
町
市
が
誕

生
し
て
か
ら
、
昭
和
五
十
四
年
ま
で

の
二
十
六
年
間
に
、
実
に
七
百
四
十

件
の
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
年

間
に
四
十
件
以
上
も
火
災
が
発
生
し

て
い
た
頃
に
比
べ
る
と
発
生
件
数
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
．
そ
れ
で
も
年

間
二
十
件
前
後
の
火
災
が
発
生
し
て

市内大規模火災の歴史
　　　　　（全焼5戸、死亡者5名以上）

出火原因

年
矯
騨
器

糾
　
謙
2
　
鶴
　
　
知

～
　
柊
の
　
　
　
鼻
搾
躍

年
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
マ
”

脚
鵬
　
懇

　
　
影
　
　
　
の
た
霧

　
　
イ
o
揮
シ
ィ
ス
　
　
　
　
車
灰
F
蔑
o
季
ヶ

い
ま
す
。

　
火
災
の
発
生
原
因
を
、
昭
和
三
十

年
の
前
半
五
年
間
と
最
近
五
年
問
で

比
較
し
て
み
る
と
、
使
用
燃
料
が
薪
、

炭
な
ど
か
ら
石
油
、
ガ
ズ
、
電
気
な

ど
に
変
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
火

原
因
に
も
変
化
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

炉
や
カ
マ
ド
、
コ
タ
ツ
、
ア
ン
カ
、

年　　月 町　名 焼　　失　　戸　　数 備　考

元文6年2月 2の丁東側全焼162戸　土蔵36棟

弘化2年3月 袋　　　町 全焼11戸

元治元年6月 下条新保 全焼7戸 放火

慶応3年7月 高　田　町 全焼26戸半焼5戸土蔵

2棟
／

明治8年4月 原町西側 全焼7戸

33年6月 原町西側 全焼752戸土蔵71棟納屋 負傷者5名

123棟　半焼土蔵50棟

大正4年11月 1　の　丁全焼7戸　半焼2戸

昭和4年6月 江　　　道 全焼6戸半焼6戸土蔵1棟
14年7月 2　の　丁全燐5戸　半焼1戸

15年5月 菅　　　沼 全焼11戸土蔵7棟物置3棟

18年1月 山　　　本 全焼5棟 工場

21年8月 姿 全焼5戸

25年5月 池　　　谷 全焼8戸

36年5月 土　　　市 全焼10戸

36年7月 魚之田川 全焼1戸 死亡者5名

41年12月 塩　ノ　又 全焼1戸 死亡者5名

な
り
、
煙
突
の
不
備
や
火
の
粉
、
取
灰

の
不
始
末
な
ど
も
半
減
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
、
電
気
関
係
や
プ
ロ
パ
ン

ガ
ス
に
よ
る
も
の
が
四
倍
に
も
増
加

し
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
天
ぶ
ら
鍋

の
引
火
に
よ
る
火
災
の
多
発
で
す
。

こ
れ
は
、
以
前
に
使
わ
れ
た
燃
料
や

石
油
よ
り
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
熱
量
が

高
く
、
短
時
間
に
油
の
温
度
が
発
火

点
（
約
五
百
度
C
）
に
達
す
る
の
を

知
ら
な
い
で
、
チ
ョ
ッ
と
の
油
断
を

し
て
い
る
人
が
多
い
た
め
だ
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
件
数
で
一
番
増
加
し

て
い
る
の
が
、
枯
草
焼
な
ど
に
よ
る

林
野
火
災
で
す
。
こ
れ
は
二
十
年
前

ら
『
も
嚇

　土市第3
根津長一さん

　
戦
後
の
大
火
は
土
市
の
火
災

　
戦
後
の
一
番
大
き
な
火
災
は
土
市

｛
の
火
災
で
す
。
発
生
し
た
の
は
、
三

卍
十
六
年
五
月
九
日
の
早
朝
で
、
当
時
、

｝
消
防
の
ポ
ン
犬
部
長
を
し
て
い
ま
し

｝
た
の
で
早
速
か
け
つ
け
ま
し
た
が
、

断
ポ
ン
プ
小
屋
も
燃
え
る
一
歩
手
前
で
、

｛
手
引
き
の
ポ
ン
プ
は
そ
の
時
焼
け
て

｛
し
ま
い
ま
し
た
．
燃
え
た
の
は
九
軒

の
二
倍
に
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
以
前
に
は
、
年
に
何
回

も
草
刈
を
し
て
い
た
も
の
が
、
今
は

し
な
く
な
り
、
野
山
が
荒
れ
て
、
春

耕
時
に
焼
き
払
う
よ
う
に
な
っ
た
た

め
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

火
災
の
際
の
電
話

　
　
問
い
合
せ
に
つ
い
て

　
火
災
が
発
生
す
る
と
消
防
署
で
は

火
災
現
場
、
水
道
水
源
地
、
市
役
所

や
警
察
な
ど
へ
の
連
絡
、
非
番
の
消

防
署
員
の
召
集
な
ど
、
緊
急
な
電
話

連
絡
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
最
近
一
般
の
か
た
か
ら

の
問
い
合
せ
が
非
常
に
多
く
、
電
話

回
線
が
ふ
さ
が
る
う
え
、
手
不
足
の

た
め
必
要
な
連
絡
が
で
き
ず
、
消
火

活
動
に
も
障
害
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　
消
火
活
動
関
係
者
以
外
の
消
防
署

へ
の
問
い
合
せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

十
四
棟
で
罹
災
者
は
四
十
何
人
だ
っ
｛

た
と
思
い
ま
す
。
皆
ん
な
中
学
の
寄
一

宿
舎
で
一
時
し
の
ぎ
を
し
て
い
た
も
剛

の
で
す
。
火
災
の
時
は
、
結
婚
し
て
｝

十
日
目
で
、
家
を
改
装
し
た
矢
先
の
㌦

出
来
事
で
し
た
。
運
び
出
せ
た
の
は
、
凸

畳
が
二
～
三
枚
、
米
が
一
～
二
俵
、

そ
れ
t
仏
だ
ん
が
一
つ
ぐ
ら
い
だ
っ
｝

た
で
し
ょ
う
か
。
ド
ロ
ボ
ー
は
み
ん
｝

な
持
っ
て
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
火
災
㌦

は
、
そ
れ
こ
そ
土
台
石
一
つ
ま
で
駄
へ

目
に
な
り
ま
す
。
本
当
に
恐
ろ
し
い
一

も
の
で
す
。
死
に
も
の
狂
い
で
働
い
一

て
、
普
通
の
生
活
に
戻
れ
る
ま
で
に
｝

は
十
年
は
か
か
り
ま
し
た
ね
え
。

明
治
六
年
、
十
日
町
防
火
組
を
設
置
f
－

　
甲
、
乙
、
丙
の
三
組
、
組
員
百
三

　
十
名
、
用
具
は
水
鉄
砲
、
と
び
口
、

　
数
年
後
に
龍
吐
水
を
配
置
。

明治時代初期の消防用具

を
う
け
る
。

大うちわとぴぐち

　】嚢

明
治
二
十
七
年
、
公
設
十
日
町
消
防

　
組
設
置
、
組
員
百
四
十
名
。

明
治
三
十
三
年
、
十
日
町
大
火
。
当

　
時
の
消
防
機
械
力
は
腕
用
ポ
ン
プ

　
三
台
、
近
隣
の
村
か
ら
の
応
援
、

腕
用
ポ
ン
プ
三
台
で
消
火
作
業
。

明
治
四
十
四
年
、
消
防
施
設
充
実
の

　
故
に
、
県
消
防
議
会
か
ら
表
彰
さ

　
れ
、
金
馬
簾
三
流
を
贈
与
さ
れ
る
。金馬簾三流

大
正
七
年
、
機
動
力
の
充
実
を
図
る

　
た
め
蒸
気
ポ
ン
プ
を
一
台
購
入
。

昭
和
五
年
、
島
即
久
吉
氏
（
松
之
山

　
町
）
か
ら
自
動
車
ポ
ン
プ
の
寄
贈

最初の自勘車ポンプ

昭
和
十
四
年
、
勅
令
に
よ
り
消
防
組

　
を
廃
し
、
十
日
町
警
防
団
を
設
置

　
し
消
防
部
、
防
護
部
の
二
部
制
。

昭
和
二
十
年
、
常
備
消
防
部
を
設
置

　
し
部
員
五
名
、
消
防
ポ
ン
プ
一
台

　
配
置
。
常
備
消
防
庁
舎
も
新
築
。

昭
和
二
十
二
年
、
警
防
団
を
廃
し
、

　
警
察
か
ら
分
離
し
て
、
自
治
体
消

　
防
の
十
日
町
消
防
団
を
設
置
。

昭
和
二
十
九
年
、
町
村
合
併
に
よ
り

　
十
日
町
市
消
防
団
を
設
置
。

昭
和
四
十
八
年
、
郡
内
四
市
町
村
で

　
広
域
消
防
業
務
を
開
始
。

旧
消
防
庁
舎
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　“消防署”は、市民の皆さんがお休みになっているときも、

市民の生活を守るため日夜休みなく機能していますが、現在

の消防体制についてお知らせします。

　ここに紹介するものは、体制を全てということにはなりま

せんが市民の皆さんから、蟻消防”を少しでも知っていただき

火事や事故のない、住みよい社会をつくることをお互いに気

をつけたいものと考えております。

　防災ということは、火事や事故から逃げることではありま

せん。

　なぜ火事や事故が起こるかを知り、そんな中で自分で反省

する　　　そうした生活の態度が必要なのではないでしょう

か。

　十日町の大火から80年が経ち、これからの消防体制も年々

充実したものになってはゆくでしょうが、この機会に、地域

社会での防火K防災）運動を点検しながら、市民の皆さんひ

とりひとりから考えていただきたいと思います。

j　　　I
　　　　　　　　l
防予算全般　　I

　　　　　　　　I

訓練　　　　I
　　　　　　　　l
建築同意、火災予防

消防の機構と各課の仕事

　す・i▲禦轟毫故ガス脚故その他あらゆる

一D3姦蹴・纒欝綴蟹雛繍
烈璽多種多鵬備カミしてある．　’

▲泡放射砲車
　中高層建築物並びに大規模油火災に対処し、泡

消火剤又は大量の水を遠近距離へ放射を行い、火

面の急速な制圧をする。（自衛噴霧装置付）

〉
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
高
層
建
物
に
お
け
る
人
命
救
出
、
火
災
防
御
用

　
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
地
上
十
五
材
の
高
所
に

お
い
て
放
水
可
能
。
遠
隔
操
作
装
置
を
備
え
安

全
確
実
な
消
火
を
可
能
に
し
て
い
る
。

●
I
l
l
I
－
8
－
8
ー
暦
1
－
1
ー
膣
匪
匿
ー
ー
1
巳
塵
塵
奮
I
I
I
ー
巳

螺一E霧鍮lll驚灘譜予算
一騰一E灘：』』灘馨慕査利’訓練

一予防課　　　　予防係……危険物、消防設備・建築同

通鵡課｛麟』』鷺離震全般

　　　　　　　川西分遣所15
消防署　　　　　　　　……消防曳救急業務
　　　　　　　津南分遣所13
　37（35）
　　　　　　　十日町市消防団・◆9…18分団1，397人

　　　　　　　　　　　　囲数字は人数を示し（｝内は源

マ肖防本部

　　76（35）

消防団

特殊機械器具等現有状況
名　　　　称 規　　　　　　　格 数量

万　能　切　断　機 パートナーエンジンカッター 1台

ガ　ス　熔　断　器 KSパンダー 1〃

発　動　発　電　機 1m1台　300w2台 3〃

油圧式救助器具 TSR－10 1〃

エ　ア　ー　ツ　ー　ル 携帯用鋼板カッター 1式

チ　　ェ　　ン　　ソ　ー CS451VL－20 1台

高圧空気圧縮機 EY13 1〃

空　気　呼　吸　器 ライフゼム6型 10台

救　助　マ　ツ　ト エアークツション式3．5m 1枚

ポータブル人口そ生 S50型 2台

ジェットシューター 202入林野火災用 7個

足踏式吸引器 2台

マジックギブス 2式

ラインプロポーショナー HLP20型 1台

救命索発射銃 MS－30型M卜3型（ピストル型） 2〃

緩　　　降　　　機 30m 1〃

酸　素　呼　吸　器 ミドリ安全2号型 4〃

照明弾発射銃 型式承認、空第140号 1〃

防火防水シート 帝商メタルミックス両面加工 3枚

大型ジャ　ッキ 大阪ジャキーTU一102610t 1台

可搬式索引器 チルホール　TU－16 3〃

水　中　ポ　ン　プ ダートSM 1〃

▲通信室
　火災や救急患者など市民の生活を
守るため24時間勧務（交替制）で機能

しています。

▲仮眠室　　　　　 大型ジヤツキ大阪ジヤキー惜102610t11
　　いつ火災が起きるか…ゆっくりと　可搬式索引器チルホールTU－16　　3

　眠れるものでもありませんが。　　水中ポンプダートSM　　　　1
■■■脚■■■■一■■■慶’一■■口■口■■■一一■■■匿一■■■，口■■■一口■■■一■■■■■■■■一一口■■■■■圏■嗣■■■一■■■■

轟

▲化学消防自動車
　一般火災、油火災用で常時水槽に1，000召

の水と6004の化学薬液を積載してあり初期

消火に威力を発揮する。

▲消防ポンプ自動車
　山岳悪路、豪雪地用に特殊装傭をし
た全輪駆動の機動性のすぐれた全天候
型のもの。
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　　　　　　　　　　　羅
　　　　　難．灘蕪

「
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
く
る
」
昔

か
ら
の
諺
で
す
が
、

十
日
町
も
大
火
か
ら

八
十
年
が
経
過
し
、

大
火
に
遭
遇
さ
れ
た

か
た
も
極
め
て
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
大
火
後
の
十
日
町

は
防
火
意
識
の
高
揚

に
よ
り
消
防
施
設
の

強
化
に
努
め
、
出
火

件
数
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
火
災
は
、
発
生
後

二
～
三
分
以
内
は
簡

単
に
消
す
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
そ
れ
を

過
ぎ
て
拡
大
し
て
し

ま
う
と
、
大
き
な
ポ

ン
プ
で
も
、
な
か
な
か
消
火
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
来
ま
す
。

　
現
在
は
消
火
器
が
普
及
し
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
防
火
意
識
を
も
ち
、
連
帯
感

を
強
め
、
訓
練
を
す
れ
ば
多
く
の
火

災
が
、
小
火
で
消
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
全
国
の
消
防
機
関
が
一
番

力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
ひ
と
つ
に

婦
人
を
中
心
と
し
た
「
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

等
の
育
成
強
化
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
実
質
的
な
計

画
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
☆
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に

1
町
内
会
・
婦
人
会
等
の
防
火
映

画
会
、
防
火
懇
談
会
の
開
催

（
申
込
み
…
…
消
防
本
部
予
防
課

　
8
七
ー
一
五
五
五
番
）

　
☆
失
火
し
て
し
ま
つ
た
場
合
の
た

め
に
　
　
　
消
火
器
使
用
訓
練
を
．

（
消
火
器
が
あ
っ
て
も
、
訓
練
を
し

な
け
れ
ば
実
際
の
火
事
に
使
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
泡
消
火
器
の

場
合
、
年
一
回
薬
剤
の
詰
替
え
の
際

を
利
用
し
て
訓
練
し
ま
し
ょ
う
。
）

（
野
中
地
区
の

　
婦
人
消
防
団
）

学
校
で
…
…

　
十
日
町
小
学
校
（
校
長
細
川
浩
一

児
童
千
十
五
人
）
で
は
、
毎
年
夏

と
冬
に
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
．
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と
。
花
火

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
訓
練
に
は
、
口

を
開
か
ず
、
先
生
の
指
示
ど
お
り
に

行
動
し
、
安
全
の
場
所
に
避
難
す
る

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
で
…

　
十
日
町
病
院
で
は
、
年
二
回
、
夜

の
火
災
を
想
定
し
た
防
火
訓
練
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
は
、
ま
ず
第

一
に
は
患
者
の
避
難
が
大
き
な
課
題

で
す
。
入
院
に
際
に
は
避
難
方
法
を

ま
ず
患
者
の
人
た
ち
に
教
え
、
看
護

婦
室
前
に
は
、
担
送
の
患
者
何
人
、

護
送
の
患
者
何
人
と
表
示
し
、
万
一

の
場
合
に
そ
な
え
て
い
ま
す
。
ま
た

病
棟
の
東
西
に
二
台
の
避
難
用
ス
ベ

り
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
職
員
で
自
衛
消
防
隊
も

組
識
し
て
、
火

災
に
対
す
る
体

制
に
は
、
患
者

の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
他
の

と
こ
ろ
で
は
見

ら
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で

中
条
旭
町

滝
沢
フ
ミ
エ

　
　
　
さ
ん

　
わ
た
し
の
家
は
、
昨
年
三
階
建
に

新
築
し
た
の
で
す
が
、
い
つ
も
、
で

か
け
る
時
、
寝
る
時
に
は
何
度
も
、

火
の
元
を
点
検
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
も
火
事
に
な
っ
た
ら
…
と
い

う
想
定
の
も
と
で
、
ど
こ
を
ど
う
逃

げ
れ
ば
良
い
の
か
も
考
え
て
い
ま
す
．

　
火
事
は
本
当
に
恐
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
特
に
三
階
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
火
事
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
避
難
道
具
を

何
に
し
よ
う
か
切
実
の
問
題
と
し
て

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
な
た
冒
ず
？
火
廓
凌
出
ず
の
も
防
ぐ
の
も

｝
秒
も
早
く
…

　
　
出
動
訓
練

　
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

く
（
各
消
防
分
団
員
が
参
加
し
て
）

た
だ
今
訓
練
中
〃
”

1
そ
な
え
よ
つ
ね
に
火
事
の
た
め
ー

　
ロ
ー
フ
の
結
索
も

く
　
　
　
大
事
な
訓
練

〉
患
者
救
出
作
戦
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．
壌

　“消防署”は、市民の皆さんがお休みになっているときも、

市民の生活を守るため日夜休みなく機能していますが、現在

の消防体制についてお知らせします。

　ここに紹介するものは、体制を全てということにはなりま

せんが市民の皆さんから、蟻消防”を少しでも知っていただき

火事や事故のない、住みよい社会をつくることをお互いに気

をつけたいものと考えております。

　防災ということは、火事や事故から逃げることではありま

せん。

　なぜ火事や事故が起こるかを知り、そんな中で自分で反省

する　　　そうした生活の態度が必要なのではないでしょう

か。

　十日町の大火から80年が経ち、これからの消防体制も年々

充実したものになってはゆくでしょうが、この機会に、地域

社会での防火K防災）運動を点検しながら、市民の皆さんひ

とりひとりから考えていただきたいと思います。

j　　　I
　　　　　　　　l
防予算全般　　I

　　　　　　　　I

訓練　　　　I
　　　　　　　　l
建築同意、火災予防

消防の機構と各課の仕事

　す・i▲禦轟毫故ガス脚故その他あらゆる

一D3姦蹴・纒欝綴蟹雛繍
烈璽多種多鵬備カミしてある．　’

▲泡放射砲車
　中高層建築物並びに大規模油火災に対処し、泡

消火剤又は大量の水を遠近距離へ放射を行い、火

面の急速な制圧をする。（自衛噴霧装置付）

〉
屈
折
は
し
ご
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　
高
層
建
物
に
お
け
る
人
命
救
出
、
火
災
防
御
用

　
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
地
上
十
五
材
の
高
所
に

お
い
て
放
水
可
能
。
遠
隔
操
作
装
置
を
備
え
安

全
確
実
な
消
火
を
可
能
に
し
て
い
る
。

●
I
l
l
I
－
8
－
8
ー
暦
1
－
1
ー
膣
匪
匿
ー
ー
1
巳
塵
塵
奮
I
I
I
ー
巳

螺一E霧鍮lll驚灘譜予算
一騰一E灘：』』灘馨慕査利’訓練

一予防課　　　　予防係……危険物、消防設備・建築同

通鵡課｛麟』』鷺離震全般

　　　　　　　川西分遣所15
消防署　　　　　　　　……消防曳救急業務
　　　　　　　津南分遣所13
　37（35）
　　　　　　　十日町市消防団・◆9…18分団1，397人

　　　　　　　　　　　　囲数字は人数を示し（｝内は源

マ肖防本部

　　76（35）

消防団

特殊機械器具等現有状況
名　　　　称 規　　　　　　　格 数量

万　能　切　断　機 パートナーエンジンカッター 1台

ガ　ス　熔　断　器 KSパンダー 1〃

発　動　発　電　機 1m1台　300w2台 3〃

油圧式救助器具 TSR－10 1〃

エ　ア　ー　ツ　ー　ル 携帯用鋼板カッター 1式

チ　　ェ　　ン　　ソ　ー CS451VL－20 1台

高圧空気圧縮機 EY13 1〃

空　気　呼　吸　器 ライフゼム6型 10台

救　助　マ　ツ　ト エアークツション式3．5m 1枚

ポータブル人口そ生 S50型 2台

ジェットシューター 202入林野火災用 7個

足踏式吸引器 2台

マジックギブス 2式

ラインプロポーショナー HLP20型 1台

救命索発射銃 MS－30型M卜3型（ピストル型） 2〃

緩　　　降　　　機 30m 1〃

酸　素　呼　吸　器 ミドリ安全2号型 4〃

照明弾発射銃 型式承認、空第140号 1〃

防火防水シート 帝商メタルミックス両面加工 3枚

大型ジャ　ッキ 大阪ジャキーTU一102610t 1台

可搬式索引器 チルホール　TU－16 3〃

水　中　ポ　ン　プ ダートSM 1〃

▲通信室
　火災や救急患者など市民の生活を
守るため24時間勧務（交替制）で機能

しています。

▲仮眠室　　　　　 大型ジヤツキ大阪ジヤキー惜102610t11
　　いつ火災が起きるか…ゆっくりと　可搬式索引器チルホールTU－16　　3

　眠れるものでもありませんが。　　水中ポンプダートSM　　　　1
■■■脚■■■■一■■■慶’一■■口■口■■■一一■■■匿一■■■，口■■■一口■■■一■■■■■■■■一一口■■■■■圏■嗣■■■一■■■■

轟

▲化学消防自動車
　一般火災、油火災用で常時水槽に1，000召

の水と6004の化学薬液を積載してあり初期

消火に威力を発揮する。

▲消防ポンプ自動車
　山岳悪路、豪雪地用に特殊装傭をし
た全輪駆動の機動性のすぐれた全天候
型のもの。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、鰹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　繧　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　嚢

　　　　　　　　　　　羅
　　　　　難．灘蕪

「
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
く
る
」
昔

か
ら
の
諺
で
す
が
、

十
日
町
も
大
火
か
ら

八
十
年
が
経
過
し
、

大
火
に
遭
遇
さ
れ
た

か
た
も
極
め
て
少
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
大
火
後
の
十
日
町

は
防
火
意
識
の
高
揚

に
よ
り
消
防
施
設
の

強
化
に
努
め
、
出
火

件
数
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
。

　
火
災
は
、
発
生
後

二
～
三
分
以
内
は
簡

単
に
消
す
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
そ
れ
を

過
ぎ
て
拡
大
し
て
し

ま
う
と
、
大
き
な
ポ

ン
プ
で
も
、
な
か
な
か
消
火
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
来
ま
す
。

　
現
在
は
消
火
器
が
普
及
し
、
あ
ら

ゆ
る
と
こ
ろ
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
防
火
意
識
を
も
ち
、
連
帯
感

を
強
め
、
訓
練
を
す
れ
ば
多
く
の
火

災
が
、
小
火
で
消
し
止
め
ら
れ
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
全
国
の
消
防
機
関
が
一
番

力
を
入
れ
て
い
る
も
の
の
、
ひ
と
つ
に

婦
人
を
中
心
と
し
た
「
地
域
ぐ
る
み

の
防
火
運
動
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

等
の
育
成
強
化
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
実
質
的
な
計

画
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
☆
火
事
を
出
さ
な
い
た
め
に

1
町
内
会
・
婦
人
会
等
の
防
火
映

画
会
、
防
火
懇
談
会
の
開
催

（
申
込
み
…
…
消
防
本
部
予
防
課

　
8
七
ー
一
五
五
五
番
）

　
☆
失
火
し
て
し
ま
つ
た
場
合
の
た

め
に
　
　
　
消
火
器
使
用
訓
練
を
．

（
消
火
器
が
あ
っ
て
も
、
訓
練
を
し

な
け
れ
ば
実
際
の
火
事
に
使
う
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
泡
消
火
器
の

場
合
、
年
一
回
薬
剤
の
詰
替
え
の
際

を
利
用
し
て
訓
練
し
ま
し
ょ
う
。
）

（
野
中
地
区
の

　
婦
人
消
防
団
）

学
校
で
…
…

　
十
日
町
小
学
校
（
校
長
細
川
浩
一

児
童
千
十
五
人
）
で
は
、
毎
年
夏

と
冬
に
防
火
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
．
火
遊
び
を
し
な
い
こ
と
。
花
火

や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
に
気
を
つ
け
る
こ

と
は
勿
論
の
こ
と
、
訓
練
に
は
、
口

を
開
か
ず
、
先
生
の
指
示
ど
お
り
に

行
動
し
、
安
全
の
場
所
に
避
難
す
る

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

病
院
で
…

　
十
日
町
病
院
で
は
、
年
二
回
、
夜

の
火
災
を
想
定
し
た
防
火
訓
練
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
病
院
は
、
ま
ず
第

一
に
は
患
者
の
避
難
が
大
き
な
課
題

で
す
。
入
院
に
際
に
は
避
難
方
法
を

ま
ず
患
者
の
人
た
ち
に
教
え
、
看
護

婦
室
前
に
は
、
担
送
の
患
者
何
人
、

護
送
の
患
者
何
人
と
表
示
し
、
万
一

の
場
合
に
そ
な
え
て
い
ま
す
。
ま
た

病
棟
の
東
西
に
二
台
の
避
難
用
ス
ベ

り
台
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
職
員
で
自
衛
消
防
隊
も

組
識
し
て
、
火

災
に
対
す
る
体

制
に
は
、
患
者

の
安
全
を
守
る

た
め
に
、
他
の

と
こ
ろ
で
は
見

ら
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で

中
条
旭
町

滝
沢
フ
ミ
エ

　
　
　
さ
ん

　
わ
た
し
の
家
は
、
昨
年
三
階
建
に

新
築
し
た
の
で
す
が
、
い
つ
も
、
で

か
け
る
時
、
寝
る
時
に
は
何
度
も
、

火
の
元
を
点
検
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
も
火
事
に
な
っ
た
ら
…
と
い

う
想
定
の
も
と
で
、
ど
こ
を
ど
う
逃

げ
れ
ば
良
い
の
か
も
考
え
て
い
ま
す
．

　
火
事
は
本
当
に
恐
し
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
特
に
三
階
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
火
事
に
な
っ
た
ら
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
避
難
道
具
を

何
に
し
よ
う
か
切
実
の
問
題
と
し
て

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
な
た
冒
ず
？
火
廓
凌
出
ず
の
も
防
ぐ
の
も

｝
秒
も
早
く
…

　
　
出
動
訓
練

　
ポ
ン
プ
操
法
訓
練

く
（
各
消
防
分
団
員
が
参
加
し
て
）

た
だ
今
訓
練
中
〃
”

1
そ
な
え
よ
つ
ね
に
火
事
の
た
め
ー

　
ロ
ー
フ
の
結
索
も

く
　
　
　
大
事
な
訓
練

〉
患
者
救
出
作
戦
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衆議院議員総選挙，参議院議員通常選挙

　　　　　　　　　　　　　　　　　o唱所裁判官国民審査半裁高最

　
六
月
二
十
二
日
は
、
憲
政
史
上
初
め
て
の
衆
参
両
院
同
時
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
．

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
三
年
ご
と
に
半
数
が
改
選
さ
れ
、
今
年
が

丁
度
、
二
年
日
に
あ
た
り
、
五
月
三
十
日
に
公
示
さ
れ
、
六
月
二
十
二
日
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
五
月
二
十
日
解
散
、
六
月
二
日
公
示
、
六
月

二
十
二
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
四
つ
の
選
挙
が
同
じ
目
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
の
順
序
や
投
票
用
紙
を
間
違
い
な
い
よ
う
よ

く
注
意
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
は
、
国
民
が
国
政
に
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で
す
。
義
理
人
情
や

買
収
供
応
に
よ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
一
票
に
責
任
を
も
っ
て
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
基
準
日
は
五
月
二
十
八
目

　
　
登
録
日
は
五
月
二
十
九
日

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
五
月

二
十
八
日
現
在
で
五
月
二
十
九
日
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
選
挙
人

名
簿
の
登
録
資
格
は
、
昭
和
三
十
五

年
六
月
二
十
三
日
以
前
に
出
生
し
た

人
、
住
所
要
件
は
昭
和
五
十
五
年
二

月
二
十
八
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成

投
票
時
間
は
全
地
区
で

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

さ
れ
た
人
、
ま
た
は
、
転
入
届
を
し

た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、

最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
も
登
録
資

格
要
件
は
全
く
同
じ
基
準
で
す
。

　
　
投
票
の
順
番

　
今
回
は
四
種
類
の
投
票
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
混
乱

を
さ
け
る
た
め
、
最
初
に

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
を
同
時
に
お
渡
し
し
、
一

回
目
の
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

次
に
、
③
参
議
院
議
員
地
方
区
の
投

票
用
紙
を
お
渡
し
し
、
投
票
を
済
ま

し
、
最
後
に
、
④
参
議
院
議
員
全
国

区
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
投
票
箱
は
、
各
投
票
所
と
も
ニ
コ

以
上
配
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
の
指
示
に
し
た
が
い
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
今
回
は
、

四
種
類
の
投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま
す

の
で
、
記
載
内
容
を
間
違
い
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
所
が
狭
い
と
こ
ろ
は
、
受
付

で
若
干
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
　
一
人
が
三

回
の
投
票
を
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
諒
解
を
お
願
い
し
ま
す
．

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
．
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
六
月
十
日
過
に
お
届
け
し
ま
す
。

投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に
行

く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
か

た
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
の
届
か
な
い
か

た
は
選
挙
事
務
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
一
枚
の
入
場
券
で
全
部
の
投
票
が

出
来
ま
す
。

投
票
用
紙
は

　
　
　
　
　
色
で
区
別

①
衆
議
院
議
員
…
…
水
色
（
紙
の
色
）

②
最
高
裁
…
…
－
…
ピ
ン
ク

　
①
と
②
を
同
時
に
お
渡
し
し
ま
す
．

③
参
議
員
地
方
区
…
黄
色

④
参
議
員
全
国
区
…
白
色

※
文
字
の
色
も
区
別
し
て
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の

　
　
　
で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
期
間
は
、
選
挙
の
公
示
の

目
か
ら
、
投
票
日
前
日
の
六
月
二
十

一
日
ま
で
の
毎
日
、
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
弥
＼
市
役
所
二
階
の

選
挙
事
務
室
で
受
付
け
て
い
ま
す
．

入
場
券
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
投
票
に
つ
い
て
は
、
氏
名
掲
示

後
と
な
り
ま
す
の
で
、
六
月
十
二
日

以
降
に
な
り
ま
す
．

不
在
者
投
票
期
間

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
五
月
三
十
目
～
六
月
二
十
一
日

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
六
月
二
日
～
六
月
二
十
一
日

　
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
今
回
は
開
票
が

翌
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
内
五

十
三
投
票
所
と
も
繰
り
上
げ
す
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
了
時

刻
は
一
斉
に
午
後
六
時
と
な
り
ま

す
。

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
六
月
十
二
目
～
六
月
二
十
一
目

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
六
月
十
二
日
午
後
七
時
か
ら
　
　
市
民
体
育
館

　
一
人
の
演
説
時
間
は
二
十
分
。

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
地
方
区
選
出
議
員

　
六
月
十
四
日
午
後
七
時
か
ら
　
　
市
民
体
育
館

　
一
人
の
演
説
時
間
は
三
十
分
。
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…
鱗
篇
働
懲
捻
磐
示
制
撮
驚
、

蕪
鴬
術
涌
懸
葉
潅
紡
毬
雛

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自
分
で
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
投
票
日

に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
．

不
在
者
投
票
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
、
代
理
投
票
、
点
字
投
票
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
．
・
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
棄
権
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

重
度
身
障
者
対
象
に

郵
便
に
よ
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た

は
、
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

左
記
に
該
当
す
る
人
で
す
。

対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
　
②
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
障
害
の
程
度
の
明
記
は

な
い
が
、
別
表
に
掲
げ
る
障
害
と
同

程
度
で
知
事
か
ら
書
面
で
証
明
さ
れ

て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
藁
署
（
選

管
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必
ず

本
人
が
書
い
て
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添
え
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
．

投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

選
挙
の
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請
求
す
れ

手
帳
の
種
類

障
　
害
　
の
　
部
　
位

障
　
害
　
の
　
程
　
度

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

｝
級
も
し
く
は
二
級

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

一
級
も
し
く
は
三
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

ま
で

ば
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お
送
り
し
ま

す
。

投
票
の
方
法
は

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
必

ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の
表
面

に
今
い
る
場
所
、
年
月
日
、
氏
名
を

記
入
し
、
こ
の
封
筒
を
他
の
適
当
な

封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票
用
紙

在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。代

理
投
票

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
代

理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、
選

挙
の
当
目
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
．
二
人
の
投
票
補
助

者
が
決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し

た
候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の

一
人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
確
認
し

代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
を

補
助
し
た
二
人
は
、
そ
の
秘
密
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
選
挙
人
の
投
票
秘
密
は

保
障
さ
れ
ま
す
．

》麟議松曲
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新潟地震発生
　その時、十目町市は…

昭和39年6月16日

　
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
午
後

］
時
を
少
し
廻
っ
た
頃
、
グ
ラ
グ
ラ

と
最
初
は
案
外
緩
慢
な
揺
れ
方
で
あ

っ
た
が
、
数
秒
に
し
て
強
震
と
変
わ

り
直
立
す
る
こ
と
が
困
難
な
位
で
、

地
面
は
ム
ク
ム
ク
と
波
打
ち
、
電
柱

や
電
線
は
左
右
に
揺
れ
動
き
、
大
地

震
の
前
兆
を
感
じ
さ
せ
た
。
し
か
し
，

間
も
な
く
揺
れ
は
静
か
に
な
り
、
一

息
入
れ
た
頃
ま
た
強
震
が
襲
い
、
こ

の
余
震
で
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
戸
外
に

逃
げ
出
し
た
．
こ
の
間
多
分
二
、
三

分
間
位
の
で
き
．
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

繍
臼
鉦
の
懇
ふ
大
亀
震

轍
　
　
鱒
露
嚇
紬
零
薮
撒
徴
が
嚢
潟
聞

灘
．
餐
き
㎜
鍵
縫
新

　
　
　
羅
擁
獺
的

　
　
　
　
　
臓
蹴
灘
囎
術

　
　
　
　
　
め
　
メ
き
き
き
タ
き
ゑ
さ
ゑ
ま
き

　
　
　
　
　
㎜
譲
撮
灘
灘
難
蝶
鵬
磯
繍
脚
頒

“
蹴
曝

の
後
震
源
地
や
市
内
の
被
害
が
ど
の

程
度
な
の
か
と
、
不
安
に
陥
っ
た
け

れ
ど
も
、
N
H
K
は
機
を
失
せ
ず
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
新
潟
市
周

辺
が
大
被
害
を
被
っ
た
こ
と
を
伝
え
、

各
地
の
被
害
状
況
を
報
じ
た
。

　
十
日
町
市
に
お
い
て
も
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
当
時
の
村
山
市
長

が
先
頭
と
な
り
各
公
共
施
設
及
び
民

間
被
害
の
調
査
に
乗
り
だ
し
た
。
特

に
当
市
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

日
常
生
活
に
も
混
乱
を
招
く
の
で
徹

底
的
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
被
害

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
新
潟
市
の
周
辺
の
状
況
が

刻
々
と
伝
え
ら
れ
㌦
市
内
は
大
混
乱

で
、
公
共
施
設
の
損
壊
、
水
害
、
地

盤
亀
裂
等
交
通
網
も
寸
断
さ
れ
、
加

え
て
、
昭
和
石
油
の
油
火
災
等
夜
に

入
っ
て
増
々
被
害
は
大
き
く
、
暗
黒

の
市
街
地
に
市
民
は
困
懸
し
始
め
た
。

　
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
取
し
て

い
た
村
山
市
長
は
「
新
潟
市
に
ま
ず

水
を
送
れ
」
と
命
令
を
出
し
た
。
高

木
収
入
役
以
下
十
人
で
組
織
し
た
救

援
隊
は
、
午
後
七
時
三
十
分
、
ダ
ン

点
字
投
票

　
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
に

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

投
票
日
の
当
日
、
遠
慮
な
く
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

国道253号線

八箇峠付近で片側通行に

　5月28βから、国道253号線八箇峠付

近で、防雪対策工事のため終日、簡易

信号機による片側交互通行になってい

ます。この交通規制は、8月13日まで

続きます。

ク
車
一
台
と
ジ
ー
プ
ニ
台
に
分
乗
し
、

新
潟
市
へ
向
う
途
中
三
条
市
役
所
で

給
水
し
、
午
前
零
時
、
帝
石
橋
を
渡

り
国
道
八
号
線
に
入
っ
た
が
、
避
難

者
や
見
舞
者
や
ら
で
交
通
は
思
う
に

ま
か
せ
ず
、
地
割
れ
し
た
道
路
を
警

察
官
の
先
導
で
、
県
庁
前
に
到
着
し

た
の
は
翌
十
七
日
午
前
一
時
と
な
る
。

　
さ
す
が
に
県
庁
の
建
物
は
堅
牢
で

損
傷
な
く
、
す
で
に
電
気
は
光
々
と

灯
っ
て
い
た
。
早
速
対
策
本
部
に
救

援
の
旨
を
告
げ
、
係
の
指
示
を
受
け

大
川
前
通
り
に
給
水
、
徹
夜
作
業
で

学
校
町
か
ら
川
岸
町
一
帯
に
夕
方
ま

で
給
水
。
一
応
交
代
す
べ
く
夜
帰
庁
．

　
そ
の
後
一
週
間
十
日
町
市
は
救
援

活
動
を
続
け
た
。

　
十
日
町
市
の
災
害
対
策
本
部
が
と

り
ま
と
め
た
被
害
状
況
は
、
被
害
総

額
約
三
千
万
円
、
住
家
壁
落
ち
亀
裂

二
百
六
十
棟
、
非
住
家
（
公
共
建
物
）

二
十
四
箇
所
、
農
地
陥
没
O
・
二
五

診
、
欠
壊
二
・
五
診
、
土
木
施
設
五

箇
所
、
橋
梁
二
箇
所
、
農
業
用
施
設

七
箇
所
、
作
物
被
害
農
産
物
若
干
、

商
店
被
害
五
十
店
（
特
に
ビ
ン
類
を

棚
に
並
べ
て
置
い
た
店
）
等
だ
っ
た
。

　
な
お
、
新
潟
地
震
に
よ
る
十
日
町

市
の
震
度
は
四
と
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
の
時

の
十
日
町
の
震
度
は
、
表
さ
れ
て
な

い
け
れ
ど
も
、
当
時
子
供
だ
っ
た
我

々
は
、
屋
根
石
が
こ
ろ
げ
落
ち
た
り
、

電
信
柱
み
揺
れ
方
も
か
な
り
だ
っ
た

が
、
今
回
の
方
が
震
度
が
大
き
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
田
正
吾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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衆議院議員総選挙，参議院議員通常選挙

　　　　　　　　　　　　　　　　　o唱所裁判官国民審査半裁高最

　
六
月
二
十
二
日
は
、
憲
政
史
上
初
め
て
の
衆
参
両
院
同
時
選
挙
が
行
わ

れ
ま
す
．

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
三
年
ご
と
に
半
数
が
改
選
さ
れ
、
今
年
が

丁
度
、
二
年
日
に
あ
た
り
、
五
月
三
十
日
に
公
示
さ
れ
、
六
月
二
十
二
日
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
五
月
二
十
日
解
散
、
六
月
二
日
公
示
、
六
月

二
十
二
日
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
の
投
票
も
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
四
つ
の
選
挙
が
同
じ
目
に

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
投
票
の
順
序
や
投
票
用
紙
を
間
違
い
な
い
よ
う
よ

く
注
意
し
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
は
、
国
民
が
国
政
に
参
加
す
る
唯
一
の
機
会
で
す
。
義
理
人
情
や

買
収
供
応
に
よ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
一
票
に
責
任
を
も
っ
て
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
基
準
日
は
五
月
二
十
八
目

　
　
登
録
日
は
五
月
二
十
九
日

　
選
挙
人
名
簿
の
登
録
は
、
基
準
日

登
録
日
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
五
月

二
十
八
日
現
在
で
五
月
二
十
九
日
に

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
に
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
選
挙
人

名
簿
の
登
録
資
格
は
、
昭
和
三
十
五

年
六
月
二
十
三
日
以
前
に
出
生
し
た

人
、
住
所
要
件
は
昭
和
五
十
五
年
二

月
二
十
八
日
以
前
に
住
民
票
が
作
成

投
票
時
間
は
全
地
区
で

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

さ
れ
た
人
、
ま
た
は
、
転
入
届
を
し

た
人
に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
、

最
高
裁
裁
判
官
国
民
審
査
も
登
録
資

格
要
件
は
全
く
同
じ
基
準
で
す
。

　
　
投
票
の
順
番

　
今
回
は
四
種
類
の
投
票
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
混
乱

を
さ
け
る
た
め
、
最
初
に

①
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙

②
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
用
紙
を
同
時
に
お
渡
し
し
、
一

回
目
の
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
．

次
に
、
③
参
議
院
議
員
地
方
区
の
投

票
用
紙
を
お
渡
し
し
、
投
票
を
済
ま

し
、
最
後
に
、
④
参
議
院
議
員
全
国

区
の
投
票
用
紙
を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
投
票
箱
は
、
各
投
票
所
と
も
ニ
コ

以
上
配
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
投

票
所
の
係
員
の
指
示
に
し
た
が
い
、

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
今
回
は
、

四
種
類
の
投
票
用
紙
が
渡
さ
れ
ま
す

の
で
、
記
載
内
容
を
間
違
い
な
い
よ

う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
投
票
所
が
狭
い
と
こ
ろ
は
、
受
付

で
若
干
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
　
一
人
が
三

回
の
投
票
を
し
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ

め
ご
諒
解
を
お
願
い
し
ま
す
．

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
．
市
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
六
月
十
日
過
に
お
届
け
し
ま
す
。

投
票
（
不
在
者
投
票
も
含
む
）
に
行

く
と
き
は
、
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
紛
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
か

た
は
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
入
場
券
の
届
か
な
い
か

た
は
選
挙
事
務
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
一
枚
の
入
場
券
で
全
部
の
投
票
が

出
来
ま
す
。

投
票
用
紙
は

　
　
　
　
　
色
で
区
別

①
衆
議
院
議
員
…
…
水
色
（
紙
の
色
）

②
最
高
裁
…
…
－
…
ピ
ン
ク

　
①
と
②
を
同
時
に
お
渡
し
し
ま
す
．

③
参
議
員
地
方
区
…
黄
色

④
参
議
員
全
国
区
…
白
色

※
文
字
の
色
も
区
別
し
て
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の

　
　
　
で
き
る
期
間

　
投
票
日
の
当
日
、
旅
行
や
病
気
、

そ
の
ほ
か
の
用
務
な
ど
で
投
票
所
へ

行
け
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。
期
間
は
、
選
挙
の
公
示
の

目
か
ら
、
投
票
日
前
日
の
六
月
二
十

一
日
ま
で
の
毎
日
、
午
前
八
時
半
か

ら
午
後
五
時
ま
弥
＼
市
役
所
二
階
の

選
挙
事
務
室
で
受
付
け
て
い
ま
す
．

入
場
券
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民

審
査
投
票
に
つ
い
て
は
、
氏
名
掲
示

後
と
な
り
ま
す
の
で
、
六
月
十
二
日

以
降
に
な
り
ま
す
．

不
在
者
投
票
期
間

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
　
五
月
三
十
目
～
六
月
二
十
一
日

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
　
六
月
二
日
～
六
月
二
十
一
日

　
投
票
時
間
は
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
。
今
回
は
開
票
が

翌
日
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
内
五

十
三
投
票
所
と
も
繰
り
上
げ
す
る

と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
終
了
時

刻
は
一
斉
に
午
後
六
時
と
な
り
ま

す
。

◎
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

　
六
月
十
二
目
～
六
月
二
十
一
目

◎
衆
議
院
議
員
総
選
挙

　
六
月
十
二
日
午
後
七
時
か
ら
　
　
市
民
体
育
館

　
一
人
の
演
説
時
間
は
二
十
分
。

◎
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
地
方
区
選
出
議
員

　
六
月
十
四
日
午
後
七
時
か
ら
　
　
市
民
体
育
館

　
一
人
の
演
説
時
間
は
三
十
分
。

嘲駅正しゆ還挙
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…
鱗
篇
働
懲
捻
磐
示
制
撮
驚
、

蕪
鴬
術
涌
懸
葉
潅
紡
毬
雛

　
投
票
は
、
投
票
日
に
有
権
者
が
投
票
所
に
行
っ
て
、
直
接
自
分
で
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
や
む
を
得
な
い
特
別
の
事
情
で
投
票
日

に
自
分
で
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
．

不
在
者
投
票
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
も
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
、
代
理
投
票
、
点
字
投
票
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
投
票
制
度
が

あ
り
ま
す
．
・
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
し
て
棄
権
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

重
度
身
障
者
対
象
に

郵
便
に
よ
る

　
　
　
　
不
在
者
投
票

　
身
体
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
か
た

は
、
郵
便
に
よ
っ
て
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
の
で
き
る
人
は
、
選

挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、

左
記
に
該
当
す
る
人
で
す
。

対
象
の
範
囲

　
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
の
で
き

る
人
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
①
別
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
　
②
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人
で
、
障
害
の
程
度
の
明
記
は

な
い
が
、
別
表
に
掲
げ
る
障
害
と
同

程
度
で
知
事
か
ら
書
面
で
証
明
さ
れ

て
い
る
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
郵
便
投
票
証
明
書
交
付
申
藁
署
（
選

管
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
は
、
必
ず

本
人
が
書
い
て
、
身
体
障
害
者
手
帳

ま
た
は
戦
傷
病
手
帳
を
添
え
て
、
選

挙
管
理
委
員
会
に
郵
便
投
票
証
明
書

の
交
付
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
．

投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

選
挙
の
投
票
日
の
四
日
前
ま
で
に

こ
の
証
明
書
を
提
示
し
、
請
求
す
れ

手
帳
の
種
類

障
　
害
　
の
　
部
　
位

障
　
害
　
の
　
程
　
度

身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

｝
級
も
し
く
は
二
級

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

一
級
も
し
く
は
三
級

戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
も
し
く
は
体
幹
の

障
害

特
別
項
症
か
ら
第
二
項
症

ま
で

心
臓
、
じ
ん
臓
も
し
く
は

呼
吸
器
の
障
害

特
別
項
症
か
ら
第
三
項
症

ま
で

ば
投
票
用
紙
、
封
筒
を
お
送
り
し
ま

す
。

投
票
の
方
法
は

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
名
前
を
必

ず
本
人
が
書
き
、
こ
れ
を
投
票
用
封

筒
に
入
れ
、
封
を
し
、
封
筒
の
表
面

に
今
い
る
場
所
、
年
月
日
、
氏
名
を

記
入
し
、
こ
の
封
筒
を
他
の
適
当
な

封
筒
に
入
れ
て
封
を
し
「
投
票
用
紙

在
中
」
と
は
っ
き
り
書
い
て
、
市
選

挙
管
理
委
員
会
に
必
ず
郵
便
で
送
っ

て
く
だ
さ
い
。代

理
投
票

　
身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自
分

で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
書

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
代

理
投
票
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
代
理
投
票
を
さ
れ
る
か
た
は
、
選

挙
の
当
目
、
投
票
所
の
係
員
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
．
二
人
の
投
票
補
助

者
が
決
め
ら
れ
、
一
人
が
お
聞
き
し

た
候
補
者
の
名
前
を
代
筆
し
、
他
の

一
人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
確
認
し

代
理
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
を

補
助
し
た
二
人
は
、
そ
の
秘
密
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
り

ま
す
の
で
、
選
挙
人
の
投
票
秘
密
は

保
障
さ
れ
ま
す
．

》麟議松曲
　　　　シリ＿ズ照15

新潟地震発生
　その時、十目町市は…

昭和39年6月16日

　
昭
和
三
十
九
年
六
月
十
六
日
午
後

］
時
を
少
し
廻
っ
た
頃
、
グ
ラ
グ
ラ

と
最
初
は
案
外
緩
慢
な
揺
れ
方
で
あ

っ
た
が
、
数
秒
に
し
て
強
震
と
変
わ

り
直
立
す
る
こ
と
が
困
難
な
位
で
、

地
面
は
ム
ク
ム
ク
と
波
打
ち
、
電
柱

や
電
線
は
左
右
に
揺
れ
動
き
、
大
地

震
の
前
兆
を
感
じ
さ
せ
た
。
し
か
し
，

間
も
な
く
揺
れ
は
静
か
に
な
り
、
一

息
入
れ
た
頃
ま
た
強
震
が
襲
い
、
こ

の
余
震
で
ほ
と
ん
ど
の
も
の
は
戸
外
に

逃
げ
出
し
た
．
こ
の
間
多
分
二
、
三

分
間
位
の
で
き
．
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ

繍
臼
鉦
の
懇
ふ
大
亀
震

轍
　
　
鱒
露
嚇
紬
零
薮
撒
徴
が
嚢
潟
聞

灘
．
餐
き
㎜
鍵
縫
新

　
　
　
羅
擁
獺
的

　
　
　
　
　
臓
蹴
灘
囎
術

　
　
　
　
　
め
　
メ
き
き
き
タ
き
ゑ
さ
ゑ
ま
き

　
　
　
　
　
㎜
譲
撮
灘
灘
難
蝶
鵬
磯
繍
脚
頒

“
蹴
曝

の
後
震
源
地
や
市
内
の
被
害
が
ど
の

程
度
な
の
か
と
、
不
安
に
陥
っ
た
け

れ
ど
も
、
N
H
K
は
機
を
失
せ
ず
ラ

ジ
オ
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
、
新
潟
市
周

辺
が
大
被
害
を
被
っ
た
こ
と
を
伝
え
、

各
地
の
被
害
状
況
を
報
じ
た
。

　
十
日
町
市
に
お
い
て
も
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
当
時
の
村
山
市
長

が
先
頭
と
な
り
各
公
共
施
設
及
び
民

間
被
害
の
調
査
に
乗
り
だ
し
た
。
特

に
当
市
の
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、

日
常
生
活
に
も
混
乱
を
招
く
の
で
徹

底
的
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、
被
害

は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
新
潟
市
の
周
辺
の
状
況
が

刻
々
と
伝
え
ら
れ
㌦
市
内
は
大
混
乱

で
、
公
共
施
設
の
損
壊
、
水
害
、
地

盤
亀
裂
等
交
通
網
も
寸
断
さ
れ
、
加

え
て
、
昭
和
石
油
の
油
火
災
等
夜
に

入
っ
て
増
々
被
害
は
大
き
く
、
暗
黒

の
市
街
地
に
市
民
は
困
懸
し
始
め
た
。

　
こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
聴
取
し
て

い
た
村
山
市
長
は
「
新
潟
市
に
ま
ず

水
を
送
れ
」
と
命
令
を
出
し
た
。
高

木
収
入
役
以
下
十
人
で
組
織
し
た
救

援
隊
は
、
午
後
七
時
三
十
分
、
ダ
ン

点
字
投
票

　
目
の
不
自
由
な
か
た
は
、
点
字
に

よ
っ
て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
．

投
票
日
の
当
日
、
遠
慮
な
く
係
員
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

国道253号線

八箇峠付近で片側通行に

　5月28βから、国道253号線八箇峠付

近で、防雪対策工事のため終日、簡易

信号機による片側交互通行になってい

ます。この交通規制は、8月13日まで

続きます。

ク
車
一
台
と
ジ
ー
プ
ニ
台
に
分
乗
し
、

新
潟
市
へ
向
う
途
中
三
条
市
役
所
で

給
水
し
、
午
前
零
時
、
帝
石
橋
を
渡

り
国
道
八
号
線
に
入
っ
た
が
、
避
難

者
や
見
舞
者
や
ら
で
交
通
は
思
う
に

ま
か
せ
ず
、
地
割
れ
し
た
道
路
を
警

察
官
の
先
導
で
、
県
庁
前
に
到
着
し

た
の
は
翌
十
七
日
午
前
一
時
と
な
る
。

　
さ
す
が
に
県
庁
の
建
物
は
堅
牢
で

損
傷
な
く
、
す
で
に
電
気
は
光
々
と

灯
っ
て
い
た
。
早
速
対
策
本
部
に
救

援
の
旨
を
告
げ
、
係
の
指
示
を
受
け

大
川
前
通
り
に
給
水
、
徹
夜
作
業
で

学
校
町
か
ら
川
岸
町
一
帯
に
夕
方
ま

で
給
水
。
一
応
交
代
す
べ
く
夜
帰
庁
．

　
そ
の
後
一
週
間
十
日
町
市
は
救
援

活
動
を
続
け
た
。

　
十
日
町
市
の
災
害
対
策
本
部
が
と

り
ま
と
め
た
被
害
状
況
は
、
被
害
総

額
約
三
千
万
円
、
住
家
壁
落
ち
亀
裂

二
百
六
十
棟
、
非
住
家
（
公
共
建
物
）

二
十
四
箇
所
、
農
地
陥
没
O
・
二
五

診
、
欠
壊
二
・
五
診
、
土
木
施
設
五

箇
所
、
橋
梁
二
箇
所
、
農
業
用
施
設

七
箇
所
、
作
物
被
害
農
産
物
若
干
、

商
店
被
害
五
十
店
（
特
に
ビ
ン
類
を

棚
に
並
べ
て
置
い
た
店
）
等
だ
っ
た
。

　
な
お
、
新
潟
地
震
に
よ
る
十
日
町

市
の
震
度
は
四
と
記
録
さ
れ
て
い
る

が
、
大
正
十
二
年
関
東
大
震
災
の
時

の
十
日
町
の
震
度
は
、
表
さ
れ
て
な

い
け
れ
ど
も
、
当
時
子
供
だ
っ
た
我

々
は
、
屋
根
石
が
こ
ろ
げ
落
ち
た
り
、

電
信
柱
み
揺
れ
方
も
か
な
り
だ
っ
た

が
、
今
回
の
方
が
震
度
が
大
き
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
岩
田
正
吾
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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．
あ
た
び
国
の
施
策
で
あ
る

「
商
業
近
代
化
地
域
計
画
策
定

事
業
」
に
お
い
て
、
全
国
十
五

地
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
十
日
町

市
が
指
定
を
受
け
、
住
み
よ
い

ヶ
ま
ち
づ
く
り
”
の
た
め
の
計

画
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
に
っ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
最
近
の
経
済
・
社
会
の
急
速
な
発

展
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
環
境
に

大
き
な
変
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
都

市
へ
の
人
口
集
中
、
モ
ー
々
リ
ゼ
t

シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
伴
い
、
道
路
・

公
共
施
設
・
商
業
施
設
等
も
、
こ
の

ま
ま
で
は
都
市
と
し
て
の
機
能
が
ト

分
に
発
揮
し
え
な
い
状
況
が
見
込
ま

れ
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
欲
求
も

高
度
化
・
多
様
化
し
、
健
康
て
豊
か

な
生
活
を
営
む
た
め
の
”
住
み
共
い

ま
ち
づ
く
り
”
ー
い
わ
ゆ
る
都
市

の
再
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
都
市
の
繁
栄
を
維
持
し
、
生
産
と

消
費
を
結
ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
の
役
割

を
に
な
い
、
生
活
に
喜
び
と
潤
い
を

与
え
る
こ
と
が
、
商
業
本
来
の
機
能

で
す
が
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は

商
業
の
分
野
に
限
る
こ
と
な
く
、
地

域
全
体
の
問
題
と
し
て
幅
広
く
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
わ
け
’
、
k
す
。

　
こ
の
「
商
業
近
代
化
地
域
計
画
」

は
、
広
域
市
町
村
圏
整
備
計
画
や
、

総
合
計
画
、
都
市
計
画
な
ど
と
調
整

を
図
り
、
現
在
の
商
業
を
見
直
し
、

交
通
環
境
の
整
備
、
商
業
と
地
場
産

業
の
織
物
、
ま
た
農
業
や
観
光
の
面

な
ど
、
今
後
予
想
さ
れ
る
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
商
業
者
・
消
費
者
・

地
域
住
民
に
と
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み

の
均
衡
の
と
れ
た
快
適
な
ヴ
ま
ち
づ

く
り
”
を
す
る
た
め
、
行
政
と
タ
イ

ア
ソ
プ
し
な
が
ら
商
業
者
が
中
・
い
と

な
・
て
た
て
る
民
間
主
導
型
の
計
画

－
、
曳
す
。

　
フ
て
の
た
め
に
、
消
費
者
の
み
な
さ

ん
の
声
を
お
聞
き
し
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
1
ト
に
協
力
い
た
だ
い
た
り
、
商
店

街
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
、
各
種

の
統
計
調
査
を
も
と
に
、
十
日
町
市

の
商
業
近
代
化
の
基
本
的
方
向
を
十

年
先
を
目
途
に
明
ら
か
に
す
る
大
が

か
り
の
計
画
で
す
．
⊥
巾
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
〔
事
務
局
ー
十
日
町
商
工

会
議
所
三
階
密
七
－
五
一
｝
一
番
〕
。

齪と藷Fる∠7囁舞罵臨口

大
黒
沢
団
地
の

　
　
　
環
境
整
備
を

（
道
路
除
雪
、
下
水
な
ど
）

ー
大
黒
沢
東
地
区
代
表
－

　
大
黒
沢
の
団
地
に
は
現

在
百
二
十
世
帯
位
が
住
ん

で
い
ま
す
が
、
団
地
内
道

路
は
市
道
と
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
徐
々
に
舗
装
は
し

て
い
た
だ
い
て
は
い
る
が

早
期
全
面
舗
装
を
。
ま
た

七
月
の
地
区
広
聴
会

　
　
　
　
　
日
程
を
陶
部
変
更

　
選
挙
日
程
の
関
係
で
六
月
予
定
さ

れ
て
い
た
地
区
を
加
え
て
、
七
月
の

地
区
広
聴
会
の
日
程
は
左
記
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も

夜
七
時
～
九
時
V

実施月日鉗 地　　　区 会　　場

7月3日㈱ 八　箇　地　区 池の平集会所

7月4日働 下　条　地　区 下条中学校
7月7日㈲ 水沢小学校地区 水沢地区公民館

7月10β㈲馬場小学校地区 馬場小学校
7月11日働美佐島地区 江道・猿

　発センター
7月14日㈲吉　田　地　区 吉田中学校
7月18日働十日町西部地区 博　　物　　館

7月22日㈹十日町東部地区 市　民　会　館

除
雪
、
下
水
、
通
学
路
な
ど
の
問
題

が
多
く
あ
る
の
で
そ
れ
ら
と
併
せ
て

環
境
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
道
路
に
つ
い
て
は
、
団
地

内
が
、
市
の
土
地
、
県
の
土
地
、
市

が
県
に
貸
し
て
い
る
土
地
な
ど
複
雑

な
問
題
も
あ
る
が
、
県
と
協
議
し
、

要
望
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ま
た
除
雪
に
つ
い
て
も
県
と
の
関
連

他
の
団
地
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の

で
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。
そ
の
他
の

整
備
に
つ
い
て
も
要
望
に
添
え
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

住
民
の
相
談
事
は

ど
こ
に
行
け
ば

　
　
　
　
良
い
の
か

・
曾
．
甲
．
一
，
…
…
誘
、
監
…
．
．
‘
一
…
器
…
軸
。
三

　
　
　
　
ー
学
校
町
田
村
ミ
ツ
ー

　
最
近
は
、
世
の
中
の
不
況
な
ど
の

暗
い
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
い
ろ

　
い
ろ
の
問
題
が
十
日
町
に
も
起
こ
っ

　
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
電
話
に
よ
る
嫌

が
ら
せ
、
青
少
年
の
非
行
…
…
等
々

　
一
般
市
民
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
ど

　
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
、
わ
か

ら
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
，
が
…
…

　
　
　
確
か
に
暗
い
話
が
多
く
な
っ

て
来
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
そ
う

し
た
相
談
は
、
内
容
に
応
じ
、
数
多

く
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
、
こ

ま
っ
て
い
る
時
は
、
ま
ず
市
役
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
適
切
な
相
談
場

所
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

…
甲
．
．
。
』
。
9
・
甲
。
．
．
．
ヂ
；
・
．
．
。
．
‘
…
＝
－
。
．
‘
■
…
…
．
‘
…
。
・
…
デ
■
3
；
．
．
“
…
。
至
‘
甲
・
■
…
。
．
一
，
。
…
＄
。
‘
●
…
；
9
』
、
零
…
・
9
一

学
卒
求
人
受
理
説
明
会

　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
来
春
、
学
校
を
卒
業
す
る
人
を

対
象
と
す
る
求
人
受
理
が
七
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
、
求
人
申
込
み
方
法

等
の
説
明
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

☆
日
時

　
　
　
六
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
○
一
回
目
午
前
十
時
～
正
午

　
　
〇
二
回
目
午
後
一
時
半
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
時
半

　
　
（
都
合
の
よ
い
時
間
に
）

☆
会
場
…
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

’
●
5
毛
議
ー
…
・
』
毛
9
を
』
玉
玉
㌔
』
…
晃
』
…
監
』

■土地や建物などの不動産を取得した場合に、課税される不動産税

（県税）4）軽減措置が改正されましたので主な改正点をお知ド，せし

ます。なお詳細につきましては十日町財務事務所（87－5511番）に。

〈不動産取得税の軽減措置〉

1新築による住宅取得の場合　　そグ）住宅σ）床面積が165㎡以ドで、

価格が1㎡当たり87・000円（特別適用住宅という）のときは価格か

ら350万円（税額10万5千円相当）が控除になります。

2既存（中古）住宅取得の場合一一イア）床面積が40㎡以上165㎡以ド

であること　（イ）価格が77，000円以下であること　（ウ》取得の日以前10

年以内に新築されたもの　（エ）譲渡人が譲渡日まで引続き3年以上所

有し2年以内に居住した者であること　（オ》取得者が、取得した以前

1年以内に、所有する住宅に居住したことがなかった者であること。

以上全てに該当した場合、価格からその住宅が新築された年に応じ

て最高50万円まで控除になります。

3住宅用の土地を取得した場合一2年以内に、その土地に特例適
用住宅を新築したとき、または、特例適用住宅を新築した日から1

年以内にその住宅の建っている土地を取得した時は、土地に対する

税額から一般的には4万5千円まで減額になります。
4既存（中古）住宅（2の要件全てに骸当した住宅）用の土地を取

得した場合一取得した日から1年以内にその土地の上にある既存
住宅を取得したとき、または既存住宅を取得した日から1年以内に

その住宅の建っている土地を取得した時は、土地に対する税額から

一般的には4万5千円まで減額になります。
〈適用期日〉

●特例適用住宅の新築は昭和55年7月1日以降の取得から。既存
（中古）住宅の取得は昭和55年4月1日以降の取得から。住宅用土

地は昭和55年4月1日以降の取得から適用されますが、’その土地の

上に特例適用住宅を新築する場合の申告は昭和55年7月以降の取得

から必要です。

〈申告期間〉

●取得の日から60日以内に申告する必要があります。申告がない場

合、又は期間が過ぎた場合は軽減措置の適用は受けられませんので

ご注意ください。

5月25日お知らせ版で「軽減措置」で床面積65㎡とあるのを165㎡と訂正しお詫びいたします。
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形
態
と
発
生
時
期

10月9月8月7月6月5月

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
、
卵
、
幼
虫
、
さ
な
ぎ

の
時
期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回

発
生
し
ま
す
。

　
成
　
虫

形
態
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね
を

広
げ
て
十
四
ミ
リ
材
か
ら
十
六
ミ
リ
厨
ぐ

ら
い
で
す
。

発
生
時
期
…
：
二
回
目
の
発
生
は
、

五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
で

す
。
二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月

上
旬
に
か
け
て
発
生
し
、
　
一
匹
の

「
ガ
」
が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千

個
の
薄
緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
　
虫

形
態
－
…
幼
虫
は
葉
肉
だ
け
食
べ
て

大
き
く
な
り
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ

て
い
る
の
は
二
週
間
位
イ
．
、
、
そ
れ
以

アメシロ成虫のメス

x一
　第2回目の発生

一＼一”

　第1回目の発生

嚇　　蠕　燈

　　　成虫留

　　　　卵」＠

　　　　　　幼虫

ρ

轡1
アメシロ成虫のオス

越冬蝋

後
は
、
一
匹
つ
つ
行
動
し
、
葉
を
食

い
あ
ら
し
て
ゆ
き
ま
す
。

発
生
時
期
－
・
…
第
】
回
目
の
発
生
は
、

六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て

発
生
し
、
二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら

九
月
ド
旬
に
か
け
て
発
生
し
ま
す
。

成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
な
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
産
み

つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
か

踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
．

幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す

こ
の
時
期
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
．
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
【
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
薄
く
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

つ
ぎ
の
防
除
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
な
ど
の

長
い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落

と
し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

　
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
な
ど
の
先
端
に
空
缶
を
取
り

つ
け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た

布
切
れ
を
人
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を

焼
い
て
し
ま
う
方
法
で
す
．
こ
の
方

法
を
用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注

意
し
、
山
火
事
な
ど
に
気
を
つ
け
る

と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ

な
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ぱ
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

　
　
　
　
　
機
料
　
　
　
　
責
行

　
　
　
　
　
除
無
　
　
　
　
所
で

　
　
　
す
防
、
　
　
業
体

　
　
で
ま
の
し
　
　
事
全

　
　
　
　
　
用
此
，
一
　
　
　
各
落

　
料
し
専
脇
　
　
び
部

　
無
出
。
を
・
　
及
や

　
　
　
　
　
シ
　
、
・
・
　
す
　
　
　
　
口
貝
　
内

　
を
し
メ
サ
ま
者
託
町

機
貸
．
　
民
糠
繍
隙

　
除
　
は
切
　
し
事
防

防
凝
糖
蝦

　
　
　
　
　
　
　
と
で
貸
　
　
任

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
一
、
一
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
．

　
防
除
薬

◆
代
表
的
な
防
除
薬
－
：
：
D
D
V
P

乳
剤
、
デ
乱
フ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
な

ど
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
な
ど
で
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
．

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

　
防
除
は
、
市
農
協
、
市
農
業
共
済

組
合
で
も
し
て
く
れ
ま
す
が
、
次
の

こ
と
に
．
こ
留
立
思
く
だ
さ
い
。

一
、
二
～
一
．
一
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施

し
、
ホ
ー
ス
持
ち
の
手
伝
い
を
四
～

五
人
出
役
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
ド
ラ
仏
缶
な
ど
に
水
を
満
た

し
て
二
～
三
本
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
防
除
実
施
一
週
間
前
く
ら
い
に

市
農
協
（
営
農
課
8
七
ー
一
五
七
一
）

市
農
業
共
済
組
合
（
雪
二
－
二
二
六

四
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

四
、
防
除
薬
剤
は
防
除
実
施
者
の
負

担
と
し
、
機
械
の
使
用
料
は
一
時
間

六
千
円
で
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

人
つ
き
ま
す
。

わないと効果がないび）で、個人貸

し出しはいたしません）

貸し出し方法

　貸し出しを希望する人は、嘱託

員さんか事業所責任者を通じ市農

林課（盈7－3111番内線262）へ申

し込み、使用方法などび）説明を受

けてください。

欝
嘉
宅
晃
這
そ
ラ
獅

私
の
お
米
の
思
い
出
②
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　北鐙坂
島田ヨシさん

　
　
キ
ナ
粉
は
稲
の
花

　
昔
の
嫁
は
山
へ
出
て
仕
事
さ
し
て

い
れ
ば
嬉
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
田
植
え
の
時
に
は
手
伝
い
が
き
て

そ
の
時
の
、
こ
ち
そ
う
は
、
今
に
比
べ

た
ら
お
か
し
な
も
の
で
、
ご
は
ん
に

と
う
ふ
汁
、
ニ
シ
ン
や
シ
ミ
ダ
イ
コ

の
煮
付
け
ぐ
ら
い
な
も
の
で
し
た
。

そ
れ
と
、
大
き
な
皿
に
キ
ナ
粉
を
出

し
て
お
い
て
ご
は
ん
に
か
け
て
食
べ

た
。
稲
の
花
だ
と
言
っ
て
縁
起
を
か

つ
い
だ
も
の
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、

田
植
え
の
時
の
ご
は
ん
に
、
ハ
エ
が
三

匹
と
ま
れ
ば
、
そ
の
年
の
作
は
良
い

と
も
一
・
言
っ
た
も
の
で
す
。
田
植
え
時

に
ハ
エ
が
出
て
く
る
く
ら
い
陽
気
が

良
け
れ
ば
、
苗
も
よ
く
伸
び
て
丈
夫

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
（
九
十
五
歳
）

　下条本町
井川由太郎

米
が
あ
ま
る
な
ん
て

　
　
　
ご
っ
と
っ
ぱ
っ
ち
だ

　
昔
の
肥
料
は
、
草
ご
え
ば
っ
か
で
、

漉
野
の
奥
の
フ
ル
ト
シ
ま
で
草
刈
に

行
っ
て
、
大
き
な
コ
ヤ
マ
を
作
っ
て

お
い
た
。
今
、
三
十
五
・
六
俵
と
れ

る
と
こ
ろ
で
、
六
十
年
前
で
十
俵
も

と
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
オ
レ
の
十

歳
の
頃
、
コ
ヌ
カ
ム
シ
（
今
の
ウ
ン

カ
）
が
た
か
っ
て
米
が
ほ
と
ん
ど
と

れ
な
か
っ
た
年
も
あ
っ
た
。

　
三
十
歳
の
頃
、
東
京
の
本
所
松
川

町
に
出
稼
ぎ
で
屋
台
の
ウ
ド
ン
売
り

に
行
っ
た
。
当
時
で
ウ
ド
ン
一
パ
イ

五
銭
、
日
当
が
二
十
五
銭
、
米
一
俵

五
円
位
だ
っ
た
。
米
は
い
つ
も
足
ら

な
か
っ
た
。
今
、
米
が
あ
ま
っ
て
米

作
り
を
す
る
な
な
ん
て
ご
っ
と
っ
ぱ

っ
ち
だ
．
　
　
　
　
　
（
九
十
三
歳
）

自
然
保
護

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
環
境
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
新

潟
県
で
は
、
県
内
の
児
童
、
生
徒
か

ら
ポ
ス
ダ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

テ
ー
マ
　
自
然
の
大
切
さ
自
然
保
護

の
重
要
性
を
訴
え
る
も
の

用
紙
　
B
三
判
（
51
㎝
×
舗
㎝
）

色
彩
、
文
字
　
自
由
と
す
る

締
切
及
び
送
付
先
　
六
月
末
日
ま
で

に
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

発
表
　
七
月
末
日
ま
で
各
学
校
、
長
へ

　
詳
細
は
市
民
生
活
課
環
境
係
へ
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．
あ
た
び
国
の
施
策
で
あ
る

「
商
業
近
代
化
地
域
計
画
策
定

事
業
」
に
お
い
て
、
全
国
十
五

地
域
の
ひ
と
つ
と
し
て
十
日
町

市
が
指
定
を
受
け
、
住
み
よ
い

ヶ
ま
ち
づ
く
り
”
の
た
め
の
計

画
が
た
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
こ
の
計
画
に
っ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
最
近
の
経
済
・
社
会
の
急
速
な
発

展
は
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
環
境
に

大
き
な
変
化
を
招
い
て
い
ま
す
。
都

市
へ
の
人
口
集
中
、
モ
ー
々
リ
ゼ
t

シ
ョ
ン
の
進
展
等
に
伴
い
、
道
路
・

公
共
施
設
・
商
業
施
設
等
も
、
こ
の

ま
ま
で
は
都
市
と
し
て
の
機
能
が
ト

分
に
発
揮
し
え
な
い
状
況
が
見
込
ま

れ
、
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
欲
求
も

高
度
化
・
多
様
化
し
、
健
康
て
豊
か

な
生
活
を
営
む
た
め
の
”
住
み
共
い

ま
ち
づ
く
り
”
ー
い
わ
ゆ
る
都
市

の
再
開
発
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
都
市
の
繁
栄
を
維
持
し
、
生
産
と

消
費
を
結
ぶ
パ
イ
プ
と
し
て
の
役
割

を
に
な
い
、
生
活
に
喜
び
と
潤
い
を

与
え
る
こ
と
が
、
商
業
本
来
の
機
能

で
す
が
、
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に
は

商
業
の
分
野
に
限
る
こ
と
な
く
、
地

域
全
体
の
問
題
と
し
て
幅
広
く
検
討

を
行
う
必
要
が
あ
る
わ
け
’
、
k
す
。

　
こ
の
「
商
業
近
代
化
地
域
計
画
」

は
、
広
域
市
町
村
圏
整
備
計
画
や
、

総
合
計
画
、
都
市
計
画
な
ど
と
調
整

を
図
り
、
現
在
の
商
業
を
見
直
し
、

交
通
環
境
の
整
備
、
商
業
と
地
場
産

業
の
織
物
、
ま
た
農
業
や
観
光
の
面

な
ど
、
今
後
予
想
さ
れ
る
環
境
の
変

化
に
対
応
し
、
商
業
者
・
消
費
者
・

地
域
住
民
に
と
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み

の
均
衡
の
と
れ
た
快
適
な
ヴ
ま
ち
づ

く
り
”
を
す
る
た
め
、
行
政
と
タ
イ

ア
ソ
プ
し
な
が
ら
商
業
者
が
中
・
い
と

な
・
て
た
て
る
民
間
主
導
型
の
計
画

－
、
曳
す
。

　
フ
て
の
た
め
に
、
消
費
者
の
み
な
さ

ん
の
声
を
お
聞
き
し
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
1
ト
に
協
力
い
た
だ
い
た
り
、
商
店

街
の
み
な
さ
ん
と
話
し
合
い
、
各
種

の
統
計
調
査
を
も
と
に
、
十
日
町
市

の
商
業
近
代
化
の
基
本
的
方
向
を
十

年
先
を
目
途
に
明
ら
か
に
す
る
大
が

か
り
の
計
画
で
す
．
⊥
巾
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
〔
事
務
局
ー
十
日
町
商
工

会
議
所
三
階
密
七
－
五
一
｝
一
番
〕
。

齪と藷Fる∠7囁舞罵臨口

大
黒
沢
団
地
の

　
　
　
環
境
整
備
を

（
道
路
除
雪
、
下
水
な
ど
）

ー
大
黒
沢
東
地
区
代
表
－

　
大
黒
沢
の
団
地
に
は
現

在
百
二
十
世
帯
位
が
住
ん

で
い
ま
す
が
、
団
地
内
道

路
は
市
道
と
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
徐
々
に
舗
装
は
し

て
い
た
だ
い
て
は
い
る
が

早
期
全
面
舗
装
を
。
ま
た

七
月
の
地
区
広
聴
会

　
　
　
　
　
日
程
を
陶
部
変
更

　
選
挙
日
程
の
関
係
で
六
月
予
定
さ

れ
て
い
た
地
区
を
加
え
て
、
七
月
の

地
区
広
聴
会
の
日
程
は
左
記
の
よ
う

に
な
り
ま
す
。
　
（
時
間
は
い
ず
れ
も

夜
七
時
～
九
時
V

実施月日鉗 地　　　区 会　　場

7月3日㈱ 八　箇　地　区 池の平集会所

7月4日働 下　条　地　区 下条中学校
7月7日㈲ 水沢小学校地区 水沢地区公民館

7月10β㈲馬場小学校地区 馬場小学校
7月11日働美佐島地区 江道・猿

　発センター
7月14日㈲吉　田　地　区 吉田中学校
7月18日働十日町西部地区 博　　物　　館

7月22日㈹十日町東部地区 市　民　会　館

除
雪
、
下
水
、
通
学
路
な
ど
の
問
題

が
多
く
あ
る
の
で
そ
れ
ら
と
併
せ
て

環
境
整
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
道
路
に
つ
い
て
は
、
団
地

内
が
、
市
の
土
地
、
県
の
土
地
、
市

が
県
に
貸
し
て
い
る
土
地
な
ど
複
雑

な
問
題
も
あ
る
が
、
県
と
協
議
し
、

要
望
に
添
え
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ま
た
除
雪
に
つ
い
て
も
県
と
の
関
連

他
の
団
地
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
の

で
研
究
さ
せ
て
ほ
し
い
。
そ
の
他
の

整
備
に
つ
い
て
も
要
望
に
添
え
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

住
民
の
相
談
事
は

ど
こ
に
行
け
ば

　
　
　
　
良
い
の
か

・
曾
．
甲
．
一
，
…
…
誘
、
監
…
．
．
‘
一
…
器
…
軸
。
三

　
　
　
　
ー
学
校
町
田
村
ミ
ツ
ー

　
最
近
は
、
世
の
中
の
不
況
な
ど
の

暗
い
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
い
ろ

　
い
ろ
の
問
題
が
十
日
町
に
も
起
こ
っ

　
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
電
話
に
よ
る
嫌

が
ら
せ
、
青
少
年
の
非
行
…
…
等
々

　
一
般
市
民
は
、
そ
う
し
た
問
題
を
ど

　
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
、
わ
か

ら
な
い
人
が
多
く
い
ま
す
，
が
…
…

　
　
　
確
か
に
暗
い
話
が
多
く
な
っ

て
来
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
そ
う

し
た
相
談
は
、
内
容
に
応
じ
、
数
多

く
の
窓
口
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い
の
か
、
こ

ま
っ
て
い
る
時
は
、
ま
ず
市
役
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
適
切
な
相
談
場

所
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

…
甲
．
．
。
』
。
9
・
甲
。
．
．
．
ヂ
；
・
．
．
。
．
‘
…
＝
－
。
．
‘
■
…
…
．
‘
…
。
・
…
デ
■
3
；
．
．
“
…
。
至
‘
甲
・
■
…
。
．
一
，
。
…
＄
。
‘
●
…
；
9
』
、
零
…
・
9
一

学
卒
求
人
受
理
説
明
会

　
　
　
　
　
の
ご
案
内

　
来
春
、
学
校
を
卒
業
す
る
人
を

対
象
と
す
る
求
人
受
理
が
七
月
一
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
、
求
人
申
込
み
方
法

等
の
説
明
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

☆
日
時

　
　
　
六
月
二
十
四
日
（
火
）

　
　
○
一
回
目
午
前
十
時
～
正
午

　
　
〇
二
回
目
午
後
一
時
半
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
時
半

　
　
（
都
合
の
よ
い
時
間
に
）

☆
会
場
…
十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

’
●
5
毛
議
ー
…
・
』
毛
9
を
』
玉
玉
㌔
』
…
晃
』
…
監
』

■土地や建物などの不動産を取得した場合に、課税される不動産税

（県税）4）軽減措置が改正されましたので主な改正点をお知ド，せし

ます。なお詳細につきましては十日町財務事務所（87－5511番）に。

〈不動産取得税の軽減措置〉

1新築による住宅取得の場合　　そグ）住宅σ）床面積が165㎡以ドで、

価格が1㎡当たり87・000円（特別適用住宅という）のときは価格か

ら350万円（税額10万5千円相当）が控除になります。

2既存（中古）住宅取得の場合一一イア）床面積が40㎡以上165㎡以ド

であること　（イ）価格が77，000円以下であること　（ウ》取得の日以前10

年以内に新築されたもの　（エ）譲渡人が譲渡日まで引続き3年以上所

有し2年以内に居住した者であること　（オ》取得者が、取得した以前

1年以内に、所有する住宅に居住したことがなかった者であること。

以上全てに該当した場合、価格からその住宅が新築された年に応じ

て最高50万円まで控除になります。

3住宅用の土地を取得した場合一2年以内に、その土地に特例適
用住宅を新築したとき、または、特例適用住宅を新築した日から1

年以内にその住宅の建っている土地を取得した時は、土地に対する

税額から一般的には4万5千円まで減額になります。
4既存（中古）住宅（2の要件全てに骸当した住宅）用の土地を取

得した場合一取得した日から1年以内にその土地の上にある既存
住宅を取得したとき、または既存住宅を取得した日から1年以内に

その住宅の建っている土地を取得した時は、土地に対する税額から

一般的には4万5千円まで減額になります。
〈適用期日〉

●特例適用住宅の新築は昭和55年7月1日以降の取得から。既存
（中古）住宅の取得は昭和55年4月1日以降の取得から。住宅用土

地は昭和55年4月1日以降の取得から適用されますが、’その土地の

上に特例適用住宅を新築する場合の申告は昭和55年7月以降の取得

から必要です。

〈申告期間〉

●取得の日から60日以内に申告する必要があります。申告がない場

合、又は期間が過ぎた場合は軽減措置の適用は受けられませんので

ご注意ください。

5月25日お知らせ版で「軽減措置」で床面積65㎡とあるのを165㎡と訂正しお詫びいたします。

第3種郵便物認可）昭和55年6月10日とおガま豊9
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　　　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　　　　滅　　　　　　　　　　　撲　　　　　　　　　で　　　　　　　み　　　　　　る　　　　ぐ　　落部町内

形
態
と
発
生
時
期

10月9月8月7月6月5月

　
ア
メ
シ
・
は
他
の
チ
ョ
ウ
と
同
じ

よ
う
に
成
虫
、
卵
、
幼
虫
、
さ
な
ぎ

の
時
期
を
く
り
か
え
し
、
年
に
二
回

発
生
し
ま
す
。

　
成
　
虫

形
態
…
…
体
の
大
き
さ
は
、
は
ね
を

広
げ
て
十
四
ミ
リ
材
か
ら
十
六
ミ
リ
厨
ぐ

ら
い
で
す
。

発
生
時
期
…
：
二
回
目
の
発
生
は
、

五
月
中
旬
か
ら
六
月
初
め
頃
ま
で
で

す
。
二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら
九
月

上
旬
に
か
け
て
発
生
し
、
　
一
匹
の

「
ガ
」
が
一
枚
の
葉
に
約
三
百
～
千

個
の
薄
緑
色
の
卵
を
産
み
つ
け
ま
す
。

　
幼
　
虫

形
態
－
…
幼
虫
は
葉
肉
だ
け
食
べ
て

大
き
く
な
り
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ

て
い
る
の
は
二
週
間
位
イ
．
、
、
そ
れ
以

アメシロ成虫のメス

x一
　第2回目の発生

一＼一”

　第1回目の発生

嚇　　蠕　燈

　　　成虫留

　　　　卵」＠

　　　　　　幼虫

ρ

轡1
アメシロ成虫のオス

越冬蝋

後
は
、
一
匹
つ
つ
行
動
し
、
葉
を
食

い
あ
ら
し
て
ゆ
き
ま
す
。

発
生
時
期
－
・
…
第
】
回
目
の
発
生
は
、

六
月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
に
か
け
て

発
生
し
、
二
回
目
は
八
月
中
旬
か
ら

九
月
ド
旬
に
か
け
て
発
生
し
ま
す
。

成
虫
の
防
除
方
法

　
飛
ん
で
い
る
「
ガ
」
を
つ
か
ま
え

て
、
つ
ぶ
す
か
焼
い
て
く
だ
さ
い
。

手
で
つ
か
ん
で
も
毒
は
な
く
、
か
い

か
い
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
卵
は
産
み

つ
け
た
葉
を
切
り
落
と
し
て
焼
く
か

踏
み
つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
．

幼
虫
期
の
防
除
方
法

　
幼
虫
期
の
最
も
効
果
の
あ
る
時
期

は
、
巣
の
中
に
か
た
ま
っ
て
生
活
し

て
い
る
十
日
～
十
四
日
位
の
間
で
す

こ
の
時
期
に
ス
カ
シ
状
の
葉
を
切
り

取
り
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
ぶ
し
て
く

だ
さ
い
．
な
お
、
毛
虫
が
巣
の
中
に

入
っ
て
い
る
間
は
、
糸
で
巣
を
作
っ

て
い
る
た
め
、
薬
剤
に
【
る
防
除
は

巣
の
中
ま
で
薬
が
入
り
に
く
く
効
果

は
薄
く
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

つ
ぎ
の
防
除
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
枝
切
方
法

　
ア
メ
シ
・
の
巣
が
あ
る
枝
を
高
枝

切
り
バ
サ
ミ
か
カ
マ
を
竹
竿
な
ど
の

長
い
棒
の
先
に
く
く
り
つ
け
切
り
落

と
し
焼
却
す
る
か
踏
み
つ
け
ま
す
．

　
巣
焼
き
方
法

　
竹
竿
な
ど
の
先
端
に
空
缶
を
取
り

つ
け
、
そ
の
中
に
灯
油
を
ひ
た
し
た

布
切
れ
を
人
れ
、
火
を
つ
け
て
巣
を

焼
い
て
し
ま
う
方
法
で
す
．
こ
の
方

法
を
用
い
る
と
き
は
、
火
に
十
分
注

意
し
、
山
火
事
な
ど
に
気
を
つ
け
る

と
共
に
子
ど
も
さ
ん
に
ま
ね
を
さ
せ

な
い
よ
う
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
薬
剤
散
布
方
法

　
ア
メ
シ
ロ
が
巣
か
ら
出
て
樹
木
全

体
に
分
散
し
た
時
期
の
防
除
方
法
で

す
．
薬
剤
に
よ
る
防
除
は
薬
が
か
か

っ
た
虫
は
死
に
ま
す
が
、
樹
木
全
体

に
ち
ら
ぱ
っ
て
お
り
、
必
ず
薬
の
か

　
　
　
　
　
機
料
　
　
　
　
責
行

　
　
　
　
　
除
無
　
　
　
　
所
で

　
　
　
す
防
、
　
　
業
体

　
　
で
ま
の
し
　
　
事
全

　
　
　
　
　
用
此
，
一
　
　
　
各
落

　
料
し
専
脇
　
　
び
部

　
無
出
。
を
・
　
及
や

　
　
　
　
　
シ
　
、
・
・
　
す
　
　
　
　
口
貝
　
内

　
を
し
メ
サ
ま
者
託
町

機
貸
．
　
民
糠
繍
隙

　
除
　
は
切
　
し
事
防

防
凝
糖
蝦

　
　
　
　
　
　
　
と
で
貸
　
　
任

か
ら
な
い
虫
が
残
り
、
そ
の
一
匹
が

ま
た
一
、
一
百
か
ら
千
個
の
卵
を
産
む
の

で
撲
滅
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
す
．

　
防
除
薬

◆
代
表
的
な
防
除
薬
－
：
：
D
D
V
P

乳
剤
、
デ
乱
フ
テ
レ
ッ
ク
ス
乳
剤
な

ど
が
あ
り
、
薬
局
や
農
協
な
ど
で
市

販
さ
れ
て
い
ま
す
．

防
除
は
市
農
業
共
済
組
合

市
農
協
で
も
し
て
く
れ
ま
す

　
防
除
は
、
市
農
協
、
市
農
業
共
済

組
合
で
も
し
て
く
れ
ま
す
が
、
次
の

こ
と
に
．
こ
留
立
思
く
だ
さ
い
。

一
、
二
～
一
．
一
町
内
ま
と
ま
っ
て
実
施

し
、
ホ
ー
ス
持
ち
の
手
伝
い
を
四
～

五
人
出
役
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
ド
ラ
仏
缶
な
ど
に
水
を
満
た

し
て
二
～
三
本
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

三
、
防
除
実
施
一
週
間
前
く
ら
い
に

市
農
協
（
営
農
課
8
七
ー
一
五
七
一
）

市
農
業
共
済
組
合
（
雪
二
－
二
二
六

四
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
．

四
、
防
除
薬
剤
は
防
除
実
施
者
の
負

担
と
し
、
機
械
の
使
用
料
は
一
時
間

六
千
円
で
す
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
一

人
つ
き
ま
す
。

わないと効果がないび）で、個人貸

し出しはいたしません）

貸し出し方法

　貸し出しを希望する人は、嘱託

員さんか事業所責任者を通じ市農

林課（盈7－3111番内線262）へ申

し込み、使用方法などび）説明を受

けてください。

欝
嘉
宅
晃
這
そ
ラ
獅

私
の
お
米
の
思
い
出
②
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　北鐙坂
島田ヨシさん

　
　
キ
ナ
粉
は
稲
の
花

　
昔
の
嫁
は
山
へ
出
て
仕
事
さ
し
て

い
れ
ば
嬉
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　
田
植
え
の
時
に
は
手
伝
い
が
き
て

そ
の
時
の
、
こ
ち
そ
う
は
、
今
に
比
べ

た
ら
お
か
し
な
も
の
で
、
ご
は
ん
に

と
う
ふ
汁
、
ニ
シ
ン
や
シ
ミ
ダ
イ
コ

の
煮
付
け
ぐ
ら
い
な
も
の
で
し
た
。

そ
れ
と
、
大
き
な
皿
に
キ
ナ
粉
を
出

し
て
お
い
て
ご
は
ん
に
か
け
て
食
べ

た
。
稲
の
花
だ
と
言
っ
て
縁
起
を
か

つ
い
だ
も
の
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、

田
植
え
の
時
の
ご
は
ん
に
、
ハ
エ
が
三

匹
と
ま
れ
ば
、
そ
の
年
の
作
は
良
い

と
も
一
・
言
っ
た
も
の
で
す
。
田
植
え
時

に
ハ
エ
が
出
て
く
る
く
ら
い
陽
気
が

良
け
れ
ば
、
苗
も
よ
く
伸
び
て
丈
夫

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
（
九
十
五
歳
）

　下条本町
井川由太郎

米
が
あ
ま
る
な
ん
て

　
　
　
ご
っ
と
っ
ぱ
っ
ち
だ

　
昔
の
肥
料
は
、
草
ご
え
ば
っ
か
で
、

漉
野
の
奥
の
フ
ル
ト
シ
ま
で
草
刈
に

行
っ
て
、
大
き
な
コ
ヤ
マ
を
作
っ
て

お
い
た
。
今
、
三
十
五
・
六
俵
と
れ

る
と
こ
ろ
で
、
六
十
年
前
で
十
俵
も

と
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
。
オ
レ
の
十

歳
の
頃
、
コ
ヌ
カ
ム
シ
（
今
の
ウ
ン

カ
）
が
た
か
っ
て
米
が
ほ
と
ん
ど
と

れ
な
か
っ
た
年
も
あ
っ
た
。

　
三
十
歳
の
頃
、
東
京
の
本
所
松
川

町
に
出
稼
ぎ
で
屋
台
の
ウ
ド
ン
売
り

に
行
っ
た
。
当
時
で
ウ
ド
ン
一
パ
イ

五
銭
、
日
当
が
二
十
五
銭
、
米
一
俵

五
円
位
だ
っ
た
。
米
は
い
つ
も
足
ら

な
か
っ
た
。
今
、
米
が
あ
ま
っ
て
米

作
り
を
す
る
な
な
ん
て
ご
っ
と
っ
ぱ

っ
ち
だ
．
　
　
　
　
　
（
九
十
三
歳
）

自
然
保
護

　
　
　
ポ
ス
タ
ー
募
集

　
環
境
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
新

潟
県
で
は
、
県
内
の
児
童
、
生
徒
か

ら
ポ
ス
ダ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

テ
ー
マ
　
自
然
の
大
切
さ
自
然
保
護

の
重
要
性
を
訴
え
る
も
の

用
紙
　
B
三
判
（
51
㎝
×
舗
㎝
）

色
彩
、
文
字
　
自
由
と
す
る

締
切
及
び
送
付
先
　
六
月
末
日
ま
で

に
県
生
活
環
境
部
自
然
保
護
課

発
表
　
七
月
末
日
ま
で
各
学
校
、
長
へ

　
詳
細
は
市
民
生
活
課
環
境
係
へ
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よ

て

環境週間6月5日～11日　璽1，’論～

6月5日の「世界環境デー」から環　’

境週間が始ま・・ています．よりよい環

境を守りはた！）くりだして行くこと噸蟹
は、私たちの生命や健康にかかわる大瞬驚

切な問題です。この機会に・私たちを

取りまく自然環境に！）いて考え直して

みましょう。

◎市内の中小河川の状態
市では48年かド、中沢川などで水質検　‘

査を行ってきました。その結果、城之

古・山谷に織物産業が移転し、共同処理を行

ってきたこと等により汚濁は減少してきまし

た．最近の汚濁の原因は、生活雑排水による

割合が大きくな・・ています。

◎し尿浄化槽の維持管理

生活雑排水による汚濁源で、特にし尿浄化

槽によるものの苦情が多くなっています。し

尿浄化槽は法律によって放流水の水質基準が

定めド，れています。正常な機能維持のため、

定期的な点検、清掃を専門業者から受けてく

ださい。

◎下水道建設に大きな期待

　生活雑排水、工場排水は、ド水道建設事業

の完成により同時に処理されます。昭和58年

度の第1期工事完成が待たれます。

（第3樟郵便物認可〉昭和55年6月10日

　　　BOD年平均値の推移

15。　　ノ〈

㌦＼／＼
灘◇》〈＼

　　田川』一一噂噛－噛り＿一．．璽．の一一9．．．甲．9’・一　’二’印－。

48年　49年　50年　51年　52年　53年　留年

　
住
み
よ
い
郷
土
建
設
協
会
十
日
町

分
会
（
会
長
星
名
信
隆
）
で
は
、
地

区
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
、
ハ
エ
、

蚊
、
ね
ず
み
駆
除
・
清
掃
等
の
生
活

環
境
を
明
る
く
き
れ
い
に
す
る
運
動

を
は
じ
め
、
食
生
活
の
改
善
運
動
等

を
通
じ
て
健
康
で
明
る
い
郷
土
を
築

く
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
同
協
会
’
．
㌧
は
、
過
日
三
日
間
に
わ

懸璽匡■

　六箇保育園児に風船をくばる住み郷
　十日町分会の役員（環境パトロール）

⑱㊨⑮㊥㊥㊦㊥

　繰幽　　　　雑入　！64，棚　　　　　タooo円　　！”〆　　04メ
，補帥全

獄饗鳶入
　　　ρρ2．ク％円

普逓会費
／，／28．ooo円

　86、甥
（串内12θoo画駒）

繍黄9ク渚円ρ彿

　　　　会麟費
　穀費藤知嘱
　　％灘ム佛
　　魏　　族費
　　　　　　2ク4卿円納入金　　　　／92窒
2怨㈱円歳幽
21，3％

　　　β¢2，ク96月
　　　　　　』輔費
　〆伽磯　 タ燗σ4％
　2飢卿函　4喋費
　　　　　3ク4卿丙　　！タ嬬　 2ム殊

　
　
　
　
当
市
の
国
民
年
金
加
入
者
ぱ
約
一
万
五
千
人
。
年
金
受
給
者
は
、

設
拠
出
・
福
祉
年
金
合
わ
せ
て
李
六
百
九
＋
八
人
で
す
．
あ
人

施
達
に
支
勢
れ
る
年
金
額
は
約
＋
五
億
円
の
巨
額
に
の
ぽ
．
て
い

の
ま
が
さ
ん
が
納
入
し
た
保
険
料
の
積
立
金
は
年
金
曾
の
ほ
か
・

一
』
　
厚
生
福
祉
施
設
や
生
活
環
境
施
設
の
建
設
等
に
も
役
立
て
ら
れ
て

で
い
ま
す
．

金
ツ
蠣
粋
鐸
徽
繁
舅
麟
蕩
、
（
蹄
鱗
畷
鮮
齢

年
川
地
区
・
水
沢
中
央
地
区
・
赤
倉
地
区
）
が
国
民
年
金
の
還
一
兀
融

民
資
を
受
け
て
建
設
さ
れ
て
い
手
．

国
く
濃
罐
鰹
纏
濃
囎
菖
報
賢
社
会
を
住
み
ゃ
す

た
り
市
内
六
地
区
で
地
区
会
を
開
催

し
、
昭
和
五
十
四
年
度
事
業
経
過
報

告
並
び
に
決
算
が
承
認
さ
れ
、
昭
和

五
十
五
年
度
事
業
計
画
と
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
、
ゴ
ミ
の
不

法
投
棄
等
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

環
境
衛
生
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
で
衆
知

を
は
か
っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

＝重点目標＝

鐙島地区簡易水道浄水場

国民年金還元融資事業

事　業　名 事業費 融資額

水沢保育所建設 100，150 24，900

青少年野外スポーツ
センター造成（野球場）

55，485 36，400

簡　易　水道新設 353，390 208，000

〃配水管布設 5，731 5，200

〃　　浄水施設 7，900 7，200
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1　自然や町や川を汚さない運動

（1）環境衛生パトロールと啓蒙宣伝の

　実施
（2）河川及び地域の清掃の推進

（3）川や山にゴミを捨てない運動

　　（不法投棄防止）

（4》緑の町づくり運動

2　健康で明るい生活を推進する運動

（1）働きざかりの脳卒中半減運動の

　推進
（2）基礎食品の普及指導及び食生活の

　改善
（3》国民健康づくり運動積極参加と協

　力

↑水沢保育所 ↓野外スポーツセンター

　　　　濠、潮！

（第3種郵便物認可）醐5年6月1・日■■■■■■■■■■■とおガ辞3■■■■（10）

石．　　認庭
タ轟郎％2r仔艦・　熱

歳入
／6砥53ク8万6千F『

⑲車女鉄　　63％
／o鷹4。Z23万角

L一→その廻　，，7　万　　　与

　　ヂ　　．ノ写拠8．14惹ノ・手〆，％％

歳訟
／6徒・グi3ワ8万6千円

16億5，378万6干円です

55年度国保特別会計予算
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瞭．

櫻
その弛　　 ノ％

Z33！万8・手円

す　い　眠

6 癬
、
　
づ

℃7

　
昭
和
五
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
、
前
年
度
を
約

し
・
四
餌
う
わ
ま
わ
る
十
六
億
五
千
コ
．
百
七
十
八

万
六
千
円
と
い
う
大
型
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
歳
入
面
に
お
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
料
を
五
億
二
千
四

百
五
十
六
万
千
円
（
十
二
・
五
響
増
）
国
庫
支
出
金

十
億
四
千
百
二
十
三
万
円
（
七
・
六
暫
増
）
と
見

込
み
、
歳
出
面
で
の
保
険
給
付
費
（
七
割
分
と
し

て
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
お
金
）
十
五
億
八
千
百

四
十
六
万
千
円
（
七
・
五
暫
増
）
を
支
払
う
た
め

に
当
て
ら
れ
る
も
の
が
主
で
す
。

疲労かい復には、すい眠にまさるもび）は．

あ1）ません。すい眠には個人差があi）、い●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちは、誰でも住みよい社会・健康で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ろいろな形も捌封が・一般に8時間眠：運　動・明るい家庭を築きたいと望んでいます・し
れば疲れは解消するものです．毎日床につ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　：かし・不幸にして病気になると健康である

k時間を決めておき、習慣となるよう心が：　私た亡）は、たえず動き続けています。も・ことび）有難さを…段と感じます・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けましょう。　　　　　　　　　　　　　・し動けなくなったら、歩くことも走ること・　健康を保〆）ためには・生活σ）原則である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・も跳ぶこともできなくなρてしまいます・：バランスのとれた食生活・適度の運動・休
　　　休養：人が自由に活動することはすばらしいこ：養・すい眠などがたいせつであると言オ）れ

疲オしすぎるとからだの抵抗力がおちて、：とです・たえずからだをきたえていると体：ています・今回はこの4点につ㌧’奔礎的

病気に対しても弱くなります．体調を整え：重も一定に保つことができ・各機能の働き・なことをお知らせヒます・健康は誰かがつ

るため1こも休養が必要です．自然に親しん・を活発にして老化の予防になるなど多＠：くつてくれるものてはなく泊分でー）くつ

だり、スポーッあるいは翻に没頭して気：禾lj点力靭ます・　　．　：て行くもび）です・身近なところから・生

　　　　　　　　　　　　・　体力に応じた運動を行いましょつ。　　．活の中に取り入れて・ず一・と続けて行きた
分転換をはかり、英気を養うこともいいの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●いものです。ではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　婁の体操（自彊術）　　　　栄　　養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体を動かすカ・．リーより、食事のカ・リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーが多いと肥満になります。できれば食べ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た分だけからだを動かすことが理想ですが・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1日の活動量に見合った食事をとるように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心がけたいものです。私たちのからだは・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド記のグラフのように6つび）基礎食品を欠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさずにとることが健康を保一）うえで大切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です．い・）望、これらび）食晶でバランスをと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る柔うにしたいもグ）です。

竹動1第

イ

口

胴
を
曲
け
て
は
な
ら
ず
、
顔
は

な
る
べ
く
正
面
を
向
い
た
ま
ま

と
し
ま
す
。
呼
吸
は
曲
け
る
と

き
吐
き
、
元
の
姿
勢
に
戻
る
と

　
！

き
吸
う
よ
う
に
し
ま
す
。

作動
り
】
第

イ

口

前
に
つ
き
出
し
た
両
腕
は
ト
分

に
し
め
て
伸
ば
し
、
上
体
を
曲

け
た
と
き
胴
を
丸
く
し
な
い
よ

）
に
、
膝
か
上
か
ら
な
い
北
．
♪

に
し
ま
す
．
ま
た
足
先
の
角
度

が
く
ず
れ
な
い
よ
ヲ
に
し
、
呼

吸
要
領
は
第
一
動
作
の
場
合
と

同
じ
で
す
。

作動3第

イ　
　
　
　
　
　
●

口

上
体
を
曲
げ
た
と
き
、
胴
を
丸
く

し
な
い
こ
と
。
膝
を
曲
げ
て
は

な
ら
ず
、
足
先
を
前
に
倒
さ
な

い
こ
と
．
呼
吸
要
領
は
第
一
動

作
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

作動4第

イ

口

用
意
姿
勢
が
容
易
に
と
れ
な
い

人
は
、
尻
の
ド
や
背
中
に
当
る

個
所
に
座
ぶ
と
ん
な
ど
を
適
当

に
電
ね
て
敷
き
、
練
習
を
承
ね

る
に
し
た
が
り
て
、
だ
ん
だ
ん

座
ぶ
と
ん
の
枚
数
を
減
ら
し
て

い
き
ま
す
。

作動5第

イ

口

中
年
を
過
き
、
老
域
に
人
る
に

し
た
が
っ
て
用
意
の
姿
勢
が
な

か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
が
最
初
か

ら
無
理
を
せ
ず
、
動
作
の
回
数

も
五
回
で
も
ト
回
で
も
よ
い
か

ら
、
体
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
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よ

て

環境週間6月5日～11日　璽1，’論～

6月5日の「世界環境デー」から環　’

境週間が始ま・・ています．よりよい環

境を守りはた！）くりだして行くこと噸蟹
は、私たちの生命や健康にかかわる大瞬驚

切な問題です。この機会に・私たちを

取りまく自然環境に！）いて考え直して

みましょう。

◎市内の中小河川の状態
市では48年かド、中沢川などで水質検　‘

査を行ってきました。その結果、城之

古・山谷に織物産業が移転し、共同処理を行

ってきたこと等により汚濁は減少してきまし

た．最近の汚濁の原因は、生活雑排水による

割合が大きくな・・ています。

◎し尿浄化槽の維持管理

生活雑排水による汚濁源で、特にし尿浄化

槽によるものの苦情が多くなっています。し

尿浄化槽は法律によって放流水の水質基準が

定めド，れています。正常な機能維持のため、

定期的な点検、清掃を専門業者から受けてく

ださい。

◎下水道建設に大きな期待

　生活雑排水、工場排水は、ド水道建設事業

の完成により同時に処理されます。昭和58年

度の第1期工事完成が待たれます。

（第3樟郵便物認可〉昭和55年6月10日

　　　BOD年平均値の推移
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鐙島地区簡易水道浄水場

国民年金還元融資事業

事　業　名 事業費 融資額

水沢保育所建設 100，150 24，900
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センター造成（野球場）

55，485 36，400

簡　易　水道新設 353，390 208，000
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（2）河川及び地域の清掃の推進

（3）川や山にゴミを捨てない運動

　　（不法投棄防止）

（4》緑の町づくり運動

2　健康で明るい生活を推進する運動

（1）働きざかりの脳卒中半減運動の

　推進
（2）基礎食品の普及指導及び食生活の

　改善
（3》国民健康づくり運動積極参加と協

　力

↑水沢保育所 ↓野外スポーツセンター

　　　　濠、潮！
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石．　　認庭
タ轟郎％2r仔艦・　熱

歳入
／6砥53ク8万6千F『

⑲車女鉄　　63％
／o鷹4。Z23万角

L一→その廻　，，7　万　　　与

　　ヂ　　．ノ写拠8．14惹ノ・手〆，％％

歳訟
／6徒・グi3ワ8万6千円

16億5，378万6干円です

55年度国保特別会計予算
ll”lll”Illl”II川III””川1”lllll川1川1”lll”1給付費1億円余の伸びll”lllllllIlilmlllll川1”1””IIlllll“lll”川1

瞭．

櫻
その弛　　 ノ％

Z33！万8・手円

す　い　眠

6 癬
、
　
づ

℃7

　
昭
和
五
十
五
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
予
算
総
額
は
歳
入
歳
出
と
も
、
前
年
度
を
約

し
・
四
餌
う
わ
ま
わ
る
十
六
億
五
千
コ
．
百
七
十
八

万
六
千
円
と
い
う
大
型
予
算
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
歳
入
面
に
お
い
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
く
国
民
健
康
保
険
料
を
五
億
二
千
四

百
五
十
六
万
千
円
（
十
二
・
五
響
増
）
国
庫
支
出
金

十
億
四
千
百
二
十
三
万
円
（
七
・
六
暫
増
）
と
見

込
み
、
歳
出
面
で
の
保
険
給
付
費
（
七
割
分
と
し

て
医
療
機
関
等
へ
支
払
う
お
金
）
十
五
億
八
千
百

四
十
六
万
千
円
（
七
・
五
暫
増
）
を
支
払
う
た
め

に
当
て
ら
れ
る
も
の
が
主
で
す
。

疲労かい復には、すい眠にまさるもび）は．

あ1）ません。すい眠には個人差があi）、い●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私たちは、誰でも住みよい社会・健康で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ろいろな形も捌封が・一般に8時間眠：運　動・明るい家庭を築きたいと望んでいます・し
れば疲れは解消するものです．毎日床につ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　：かし・不幸にして病気になると健康である

k時間を決めておき、習慣となるよう心が：　私た亡）は、たえず動き続けています。も・ことび）有難さを…段と感じます・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けましょう。　　　　　　　　　　　　　・し動けなくなったら、歩くことも走ること・　健康を保〆）ためには・生活σ）原則である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・も跳ぶこともできなくなρてしまいます・：バランスのとれた食生活・適度の運動・休
　　　休養：人が自由に活動することはすばらしいこ：養・すい眠などがたいせつであると言オ）れ

疲オしすぎるとからだの抵抗力がおちて、：とです・たえずからだをきたえていると体：ています・今回はこの4点につ㌧’奔礎的

病気に対しても弱くなります．体調を整え：重も一定に保つことができ・各機能の働き・なことをお知らせヒます・健康は誰かがつ

るため1こも休養が必要です．自然に親しん・を活発にして老化の予防になるなど多＠：くつてくれるものてはなく泊分でー）くつ

だり、スポーッあるいは翻に没頭して気：禾lj点力靭ます・　　．　：て行くもび）です・身近なところから・生

　　　　　　　　　　　　・　体力に応じた運動を行いましょつ。　　．活の中に取り入れて・ず一・と続けて行きた
分転換をはかり、英気を養うこともいいの．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●いものです。ではないでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　　　　　婁の体操（自彊術）　　　　栄　　養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体を動かすカ・．リーより、食事のカ・リ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーが多いと肥満になります。できれば食べ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た分だけからだを動かすことが理想ですが・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1日の活動量に見合った食事をとるように
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心がけたいものです。私たちのからだは・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド記のグラフのように6つび）基礎食品を欠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かさずにとることが健康を保一）うえで大切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　です．い・）望、これらび）食晶でバランスをと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る柔うにしたいもグ）です。

竹動1第

イ

口

胴
を
曲
け
て
は
な
ら
ず
、
顔
は

な
る
べ
く
正
面
を
向
い
た
ま
ま

と
し
ま
す
。
呼
吸
は
曲
け
る
と

き
吐
き
、
元
の
姿
勢
に
戻
る
と

　
！

き
吸
う
よ
う
に
し
ま
す
。

作動
り
】
第

イ

口

前
に
つ
き
出
し
た
両
腕
は
ト
分

に
し
め
て
伸
ば
し
、
上
体
を
曲

け
た
と
き
胴
を
丸
く
し
な
い
よ

）
に
、
膝
か
上
か
ら
な
い
北
．
♪

に
し
ま
す
．
ま
た
足
先
の
角
度

が
く
ず
れ
な
い
よ
ヲ
に
し
、
呼

吸
要
領
は
第
一
動
作
の
場
合
と

同
じ
で
す
。

作動3第

イ　
　
　
　
　
　
●

口

上
体
を
曲
げ
た
と
き
、
胴
を
丸
く

し
な
い
こ
と
。
膝
を
曲
げ
て
は

な
ら
ず
、
足
先
を
前
に
倒
さ
な

い
こ
と
．
呼
吸
要
領
は
第
一
動

作
の
場
合
と
同
じ
で
す
。

作動4第

イ

口

用
意
姿
勢
が
容
易
に
と
れ
な
い

人
は
、
尻
の
ド
や
背
中
に
当
る

個
所
に
座
ぶ
と
ん
な
ど
を
適
当

に
電
ね
て
敷
き
、
練
習
を
承
ね

る
に
し
た
が
り
て
、
だ
ん
だ
ん

座
ぶ
と
ん
の
枚
数
を
減
ら
し
て

い
き
ま
す
。

作動5第

イ

口

中
年
を
過
き
、
老
域
に
人
る
に

し
た
が
っ
て
用
意
の
姿
勢
が
な

か
な
か
と
れ
ま
せ
ん
が
最
初
か

ら
無
理
を
せ
ず
、
動
作
の
回
数

も
五
回
で
も
ト
回
で
も
よ
い
か

ら
、
体
に
合
わ
せ
て
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。
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、
内
偽

12とおガ」し3

早
朝
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
、
野
球
を
通
し
た
明
る
い

仲
問
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
第

六
回
市
長
杯
争
奪
早
朝
野
球
大
会
を

開
催
し
ま
す
．
こ
の
早
朝
野
球
大
会

は
回
を
重
ね
る
．
こ
と
に
参
加
チ
ー
ム

が
ふ
え
、
昨
年
は
七
十
八
チ
ー
ム
、

今
回
は
百
舌
ー
ム
を
超
え
る
も
の
と

　
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
町

　
内
で
も
チ
ー
ム
を
編
成
し
参
加
し
て

　
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

式
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
中

会
会
場
　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
城
ケ
丘
）

開
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場

の
参
加
資
格
　
十
日
町
市
に
在
住
す
る

年
一
般
市
民
（
中
学
、
高
校
生
を
除
く
）

昨
チ
ー
ム
編
成
　
り
町
内
単
位
と
す

　
る
が
、
町
内
単
位
で
編
成
困
難
な
場

　
合
は
、
近
隣
町
内
で
の
編
成
で
も
差

　
し
支
え
な
い
。

　
　
口
一
チ
ー
ム
の
編
成
メ
ン
バ
ー
は

　
　
監
督
、
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内

　
　
日
試
合
に
は
年
齢
四
十
歳
以
上
の

　
人
が
必
ず
二
名
以
上
出
場
の
こ
と

　
　
四
野
球
連
盟
単
独
チ
ー
ム
は
出
場

　
　
で
き
な
い
。
　
　
　
，

　
　
国
野
球
連
盟
に
登
録
し
、
公
式
戦

　
で
投
げ
た
投
手
は
そ
の
守
備
位
置

　
に
は
出
場
出
来
な
い
。

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
三
千
円

申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
8
七
⊥
『
二
一
｝
番
内
線
二
七
五
）

申
込
み
〆
切
　
六
月
二
十
日

組
合
せ
抽
せ
ん
　
六
月
二
十
｝
日

　
（
土
）
午
後
七
時
、
市
民
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
養
成
講
習
会

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
核
に
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
は
か
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
＋
五
日
（
日
）
午
後
一

　
時
～
四
時

会
場
市
公
民
館
本
館

講
師
　
松
木
真
言
氏

　
　
　
　
県
立
女
子
短
大
助
教
授

申
込
み
　
市
体
育
課
内
　
ス
ポ
ー
ツ

　
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
係
へ
。

第3種郵便物認可）昭和55年6月10日

　　　　　あすなろ会
　あすなろ会（村山秀雄代表）は、毎月公民館を

利用して例会を開き、山行計画、報告などを行っ

ています。春は残雪の巻機山へ、夏は高山植物咲

きみだれる北アルプス、秋は紅葉の谷川岳に、冬

は粉雪を蹴ってスキーにと、春夏秋冬、休日を利

用して和気あいあいと山に行っている35人のグル

ープです。

　今年も会員募集を行っています。山に登ってみ

たいと思っている人は、村山秀雄さん（87－5452

番）まで連絡してください。

市
営
（
県
営
）
住
宅
が

　
　
　
　
空
い
て
い
家
す

○
川
治
谷
内
丑
（
市
欝
V
騨
芦

　
　
二
部
一
燈
　
（
ゐ
ハ
騒
　
“
四
・
錠
V

　
　
月
額
家
賃
二
千
四
百
円

〇
四
日
町
（
市
営
V
二
戸

　
　
二
戯
剛
蹴
厘
　
（
幽
ハ
、
　
澱
”
・
五
）

　
　
浴
室
有

　
　
月
額
家
賃
三
千
九
百
需

O
黒
沢
（
県
営
V
七
芦

　
　
二
郎
屋
（
六
、
難
〉

　
　
浴
室
．
D
K
有
－

　
　
丹
額
家
賃
八
千
四
百
角

★
申
込
…
縫
設
撫
建
藻
住
宅
係

（
魯
七
i
三
二
養
内
簾
二
五
〇
）

　
　
～

　県民スポーツの日参加

婦人バレー参加チーム募集

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

の
参
加
行
事
と
し
て
、

市
教
育
委
員
会
で
は
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

期
日
　
六
月
二
十
五
日

～
二
十
六
日
（
午
後
七

時
集
合
）

会
場
　
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
五
十
五
年

四
月
一
日
以
降
市
内
に

在
住
す
る
既
婚
婦
人
。

競
技
規
則
　
新
潟
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
規
則
に
よ
る
。
主
な
も
の
は
、

㌢
i
ビ
ス
は
一
回
で
ア
ン
ダ
ー
ハ

ン
ド
。
ロ
一
セ
ッ
ト
十
五
点
。
日
ボ

ー
ル
は
四
号
ポ
ー
ル
、
四
ネ
ッ
ト
の

高
さ
は
二
癖
十
五
紬
ン
。

申
込
み
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
市

民
体
育
館
（
8
七
ー
五
二
〇
八
番
）

内
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
事
務

局
へ
。

そ
の
他
　
こ
の
大
会
は
、
七
月
六
日

開
催
の
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
郡

市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場

予
選
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
民
踊
指
導
者

　
　
　
　
講
習
会
も

　
柏
崎
、
長
岡
地
方
や
郡
市
内
の
民

踊
（
盆
踊
り
）
を
正
し
く
理
解
し
、

普
及
さ
せ
る
た
め
の
民
踊
指
導
者
講

習
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
（
六
月
十
三
日
）
、
会
場
…

　
川
治
地
区
公
民
館
、
内
容
…
大
の

　
坂
、
よ
い
や
さ
な
ど
中
条
地
区
の

　
民
踊

三
回
目
（
六
月
二
十
日
）
、
会
場
…

　
中
条
地
区
公
民
館
、
内
容
…
津
南

　
音
頭
、
か
ら
す
踊
り
な
ど
津
南
地

　
方
の
民
踊

四
回
目
（
七
月
｝
日
）
、
会
場
…
下

　
条
地
区
公
民
館
、
内
容
…
長
岡
甚

　
句
、
大
花
火
音
頭
な
ど
長
岡
地
方

　
の
民
踊

五
回
目
（
七
月
四
日
）
、
会
場
…
市

　
民
会
館
、
内
容
…
野
良
三
階
節
、

　
柏
崎
甚
句
な
ど
柏
崎
地
方
の
民
踊

時
間
は
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時

補
聴
器
の

　
聞
え
の
わ
る
い
方
の

　
　
巡
回
相
談
会
を
実
施

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
補
聴

器
の
わ
る
い
か
た
の
巡
回
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

一
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
、
整
備

二
、
補
聴
器
の
正
し
い
使
い
方
、
取

り
扱
い
方

三
、
聴
力
検
査
（
聴
力
相
談
）

　
　
崔
．
。
り
』
・
…
！
3
薗
…
・
9
・
9
‘
；
…
3
善
■
…
…
9
‘
…
…
ま
…
…
一
」
3
零
■
…
　
響
…

碗
⑲
㊥
⑫

交
通
事
故
相
談
は

自
動
車
保
険
請
求

　
　
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

…
3
㌔
3

　
自
動
車
事
故
の
激
増
に
と
も
な
い

被
害
者
の
救
済
は
社
会
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
、
交
通
事
故
の
相
談

と
、
日
常
保
険
に
な
じ
み
の
少
な
い

人
に
、
保
険
の
し
く
み
、
保
険
請
求

の
手
続
な
ど
を
わ
か
り
易
く
説
明
す

　
e
補
聴
器
（
各
メ
ー
カ
ー
品
お
よ

　
び
外
国
品
）
を
お
持
ち
の
か
た
は

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
口
点
検
、
調
整
、
修
理
は
無
料
で

　
す
が
部
品
を
使
用
す
る
修
理
の
場

　
合
は
、
部
品
の
実
費
の
み
負
担
し

　
て
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま
す
。

　
日
身
障
手
帳
、
戦
傷
手
帳
を
お
持

　
ち
の
か
た
は
、
交
付
申
請
、
修
理

　
申
請
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
の
で
手
帳
、
印
か
ん
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

と
き
　
七
月
九
日
（
水
）

　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

身
障
者
の
補
装
具
修
理
会
の

　
　
実
施
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
の
補
装
具
修
理
会
を

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
二
水
曜
日
。
午
前
十

　
時
～
午
後
一
時
ま
で
受
付

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

3
＝
…
3
忌
B
●
■
」
。
…
…
3
ξ
…
2
』
…
…
・
』
。
…
■
…
8
i
玉
■
…
…
3
3
■
●
…
二

る
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
弁
護
士
の
相
談
日
も
あ
り
ま

す
。場

所
　
新
潟
市
東
大
通
一
－
二
－
三

　
十
。
住
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
魯
〇
二
五
二
ー
四
三
f
O
八
二

　
四
番
）

時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
ま

　
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
午

　
後
一
時
～
四
時

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
お

　
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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宿
展
ポ
ス
9
1
募
集

●
●
第
十
三
回
市
展
は
十
月
十
日
～
十
一
一
日

　
第
十
三
回
市
展
は
、
十
月
十
日
～

十
二
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市

展
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

一
、
内
容
…
…
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ

　
さ
わ
し
い
も
の
で

　
H
大
き
さ
　
B
三
判
（
大
洋
紙
の

　
％
約
三
十
九
㎝
×
五
十
四
㎝
）

　
口
色
…
…
地
色
を
含
め
三
色
以
内

　
国
使
用
文
字
　
　
「
第
十
三
回
」

　
「
市
展
」

二
、
締
切
日
…
…
七
月
十
日
（
木
）

三
、
宛
先
…
…
市
公
民
館
市
展
係

　
（
学
校
町
、
8
七
－
五
〇
二
番
）

四
、
審
査
　
第
十
三
回
市
展
運
営
委

　
員
会

五
、
賞
、
発
表
　
入
選
一
点
（
賞
金

　
一
万
円
）
、
佳
作
数
点
（
記
念
品
）

　
入
選
作
品
は
「
第
十
三
回
市
展
ポ

　
ス
タ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内

　
に
掲
示
し
ま
す
．

六
、
そ
の
他
　
日
原
画
の
一
部
を
修

　
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
口
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
．

　
国
応
募
作
品
の
版
権
は
、
十
日
町

　
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
保
母
の
資
格
を
得
る

　
　
す
に
は
・
大
学
か
保
育
専

験
ま
門
学
校
で
所
定
輩
位

試
れ
を
修
得
す
る
こ
と
が
必

母
さ
要
で
す
が
、
高
等
学
校

保
施
を
卒
業
し
た
人
な
ど
に

県
実
も
試
験
に
よ
り
保
母
資

潟
が
格
を
得
る
道
が
開
か
れ

新
　
　
て
い
享
．

　
　
　
　
　
試
験
期
日
　
筆
記
試
験

…
…
七
月
二
十
九
～
一
、
．
十
日
（
新
潟

か
長
岡
で
）
。
実
地
試
験
…
…
九
月

七
日
（
新
潟
で
）

受
験
申
請
受
付
　
六
月
二
十
日
～
六

月
三
十
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先
　
県
民
生
部
青
少
年
福
祉
課

保
母
試
験
係
（
新
潟
市
一
番
堀
通
り
）

詳
細
は
　
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ
。

とお』げ蓄二

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う

（13

庭保福樋星。村関
野坂島ロ名山谷

　幸キニ正スム
洋．一ク郎之ミッ

関
ロ
勝
四
郎

関
ロ
　
シ
ゲ

根
津
　
清
治

根
津
　
正
伸

庭
野
　
雅
弘

根
津
チ
ヨ
ノ

西土野十阿
川井上見部

ヒ清　愛ケ
ロ史実子ン

大
津
仁
太
郎

本
町
一

川
治
中
町

中
条
旭
町

本
町
三

中
条
峠

姿
第
二

稲
荷
町
二

高
山
第
二

袋
町
西
区

本
町
六
の
二

田
中
町
本
通
り

稲
荷
町
一

本
町
四
丁
目

長
岡
市
東
町

市
内
高
島

本
町
六

西
寺
町

中
条
三
ツ
山

（
五
十
五
年
三
月
～
五
月
分
）

滝
沢
ア
イ
子

樋
ロ
　
ツ
ネ

林
　
　
節
子

大
島
キ
ク
エ

大
津
ヨ
シ
ノ

宮
田
　
ト
キ

柳
　
　
　
嗣
徳

小
島
　
ミ
イ

桑
原
　
真
治

久
保
田
　
房

樋
口
　
倶
吉

山
田
マ
サ
ノ

岡
村
　
ミ
ワ

宮
入
　
キ
ヨ

庭
野
　
干
代

富
井
キ
ヨ
イ

小
林
ミ
ヨ
シ

原
田
・
ウ
メ

樋
ロ
　
源
陶

四
日
町
第
四

新
　
宮

若
宮
町

稲
荷
町
三
東

四
日
町
第
二

田
中
町
本
通
り

高
　
島

下
条
野
田

山
本
四
丁
目

大
黒
沢
東

中
里
村
白
羽
毛

下
条
貝
ノ
川

高
山
第
二

宮
ド
西

本
町
一

馬
場
第
四

ド
条
貝
ノ
川

高
田
町
三
西

稲
荷
町
三

大
島
マ
ス
エ

水
落
　
青
吉

庭
野
マ
サ
イ

阿大蕪大滝関
部島木谷沢ロ

トキ恒光壮春
イヒ作悪治子

飯
酒
盃
澄
代

滝
沢
　
栄
輔

磯
貝
　
健
一

庭
野
　
行
雄

二
瓶
虎
太
郎

樋
ロ
　
春
生

阿
部
　
国
治

長
谷
川
囎
得

村
山
　
清
治

岩
田
盛
次
郎

石
沢
　
寅
確

下
条
原

下
条
中
央
通
り

田
中
町
本
通
り

田
中
町
東

川
　
治

西
寺
町

駅
通
り

〃本
町
六

本
町
東

松
之
山
町
松
之
山

西
蒲
吉
田
町

昭
和
町
一
．
一

宮
ド
町
西

若
宮
町

下
条
水
口

下
条
為
永

中
条
旭
町

津
南
町
駒
返

　
（
敬
称
略
）

熱
館
本
館
（
市
民
会
館
）
の
図

零
妻
ご
紹
介
い
た
し
享
．

　
　
〈
場
所
は
〉

　
十
β
町
市
学
校
町
　
十
日
町
市
公

民
館
本
館
（
市
民
会
館
）
の
建
物
の

三
階
東
側
の
一
室
に
図
書
室
が
あ
り

ま
す
。
広
さ
は
二
三
四
・
五
㎡
の
図

書
閲
覧
室
が
あ
り
、
そ
の
中
に
約
三

万
二
千
冊
余
の
蔵
書
が
入
っ
て
い
る

書
架
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
〈
蔵
書
の
分
類
は
〉

　
日
本
十
進
分
類
法
に
よ
る
分
類
を

し
て
い
ま
す
。

　
総
記
（
0
）
…
百
科
事
典
、
双
書
、

全
集
な
ど
、
哲
学
（
1
）
…
心
理

学
、
宗
教
惰
仏
教
な
ど
　
歴
史
（
2
）

…
伝
記
、
地
理
，
な
ど
　
社
会
科
学

　
（
3
）
…
政
治
、
経
済
、
社
会
問
題

教
育
、
民
俗
学
、
軍
事
な
ど
　
白

然
科
学
（
4
）
…
数
学
、
化
学
、
動

植
物
学
、
医
学
な
ど
　
工
学
（
5
）

…
技
術
、
建
築
、
電
気
、
家
事
な
ど

　
産
業
（
6
）
…
農
林
業
、
園
芸
、

商
業
、
交
通
な
ど
　
芸
術
（
7
）
…

美
術
、
音
楽
、
演
劇
、
体
育
、
諸
芸
、

娯
楽
な
ど
　
語
学
（
8
）
　
文
学

　
（
9
）
…
日
本
文
学
、
外
国
文
学

な
ど
　
こ
の
他
に
児
童
向
け
の
図
書

が
あ
り
、
分
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

書
架
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
〈
本
を
借
号
る
と
き
は
〉

　
ま
ず
、
図
書
室
に
用
意
し
て
あ
る

登
録
票
に
氏
名
、
住
所
な
ど
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
人
一
枚

の
「
貸
出
券
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
券
で
二
冊
ま
で
の
本
を
、
無
料
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
券

ゴ

が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
の
か
わ
り
に
本

を
借
り
た
り
、
返
し
た
り
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間
は
二
遍
間
で
す
。
　
（
雑
誌

な
ど
は
三
日
間
）
　
　
　
　
　
ー

　
〈
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
〉

　
ご
希
望
め
本
が
、
書
架
に
な
い
と

き
は
、
備
え
つ
け
の
「
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
」
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
図
書
室
の
開
室
時
蘭
は
〉

平
日
（
水
罎
を
除
く
　
火
～
金
曜
）

は
、
午
前
九
時
～
午
後
六
時
　
土
・

日
曜
、
祝
日
は
、
午
前
九
時
～
午
後

公民館本館の

図書室ご紹介

五
時
　
毎
水
曜
は
、
午
前
九
時
～
午

後
八
時
三
十
分

　
〈
図
書
室
の
休
室
は
〉

　
公
民
館
の
休
館
日
は
図
書
室
も
休

み
で
玄
。
毎
月
曜
、
天
皇
誕
生
日
、

憲
法
記
念
日
、
こ
ど
も
の
日
、
体
育

の
日
、
文
化
の
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
翌

日
　
成
人
の
日
、
建
国
記
念
の
日
、

春
分
の
日
、
敬
老
の
日
、
秋
分
の
日
、

勤
労
感
謝
の
日
、
年
始
（
一
月
一
日

～
一
月
三
日
）
、
年
末
（
十
二
月
二
十

九
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）
。
　
　
　
ゆ

騒
羅
驚
謡
駿

み
な
さ
ん
か
ら
本
の
寄
贈
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
読
み
終

っ
た
本
な
ど
で
、
ご
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
（
8
七
ー
五

〇
二
番
×
お
宅
ま
で
取
り
に
上
が

り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
延
一
万
二
千
二
百
八
十

一
名
の
人
が
、
図
書
室
の
本
を
一
万

九
千
五
百
二
十
五
冊
も
利
用
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
図
書
室
で
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
い
た
し
ま
す
。

　
（
自
動
車
文
庫
『
こ
だ
ま
号
』
〉

　
こ
の
他
に
、
自
動
車
文
庫
「
こ
だ

ま
号
」
巡
回
の
仕
事
も
や
っ
て
い
ま

す
。
巡
回
し
て
行
く
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
人
が
、
各
地

に
大
勢
い
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
昨
年
は
四
十
九
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
延
一
万
四
千
四
十

七
人
の
人
が
、
二
万
四
千
四
百
八
十

七
冊
の
本
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
昨
年
の
ス
デ
…
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ

同
じ
に
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。
巡
回

案
内
板
の
あ
る
場
所
に
、
月
二
回
き

ま
っ
た
曜
日
に
、
き
ま
っ
た
時
間
に

音
楽
を
鳴
ら
し
て
巡
回
し
て
行
き
ま

す
（
祝
日
な
ど
で
変
更
も
あ
り
ま
す

が
）
。
毎
月
の
市
報
お
知
ら
せ
版
で
翌

月
の
巡
回
日
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ど

う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
本
は
無
料

で
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
．



、
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早
朝
野
球
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
と
、
野
球
を
通
し
た
明
る
い

仲
問
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
第

六
回
市
長
杯
争
奪
早
朝
野
球
大
会
を

開
催
し
ま
す
．
こ
の
早
朝
野
球
大
会

は
回
を
重
ね
る
．
こ
と
に
参
加
チ
ー
ム

が
ふ
え
、
昨
年
は
七
十
八
チ
ー
ム
、

今
回
は
百
舌
ー
ム
を
超
え
る
も
の
と

　
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
町

　
内
で
も
チ
ー
ム
を
編
成
し
参
加
し
て

　
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

式
期
間
　
七
月
一
日
～
八
月
中

会
会
場
　
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
城
ケ
丘
）

開
信
濃
川
運
動
公
園
野
球
場

の
参
加
資
格
　
十
日
町
市
に
在
住
す
る

年
一
般
市
民
（
中
学
、
高
校
生
を
除
く
）

昨
チ
ー
ム
編
成
　
り
町
内
単
位
と
す

　
る
が
、
町
内
単
位
で
編
成
困
難
な
場

　
合
は
、
近
隣
町
内
で
の
編
成
で
も
差

　
し
支
え
な
い
。

　
　
口
一
チ
ー
ム
の
編
成
メ
ン
バ
ー
は

　
　
監
督
、
主
将
を
含
め
十
五
名
以
内

　
　
日
試
合
に
は
年
齢
四
十
歳
以
上
の

　
人
が
必
ず
二
名
以
上
出
場
の
こ
と

　
　
四
野
球
連
盟
単
独
チ
ー
ム
は
出
場

　
　
で
き
な
い
。
　
　
　
，

　
　
国
野
球
連
盟
に
登
録
し
、
公
式
戦

　
で
投
げ
た
投
手
は
そ
の
守
備
位
置

　
に
は
出
場
出
来
な
い
。

参
加
料
　
一
チ
ー
ム
三
千
円

申
込
み
　
市
教
育
委
員
会
体
育
課

（
8
七
⊥
『
二
一
｝
番
内
線
二
七
五
）

申
込
み
〆
切
　
六
月
二
十
日

組
合
せ
抽
せ
ん
　
六
月
二
十
｝
日

　
（
土
）
午
後
七
時
、
市
民
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
　
養
成
講
習
会

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
核
に
な
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育

成
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
は
か
る
た

め
、
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
六
月
＋
五
日
（
日
）
午
後
一

　
時
～
四
時

会
場
市
公
民
館
本
館

講
師
　
松
木
真
言
氏

　
　
　
　
県
立
女
子
短
大
助
教
授

申
込
み
　
市
体
育
課
内
　
ス
ポ
ー
ツ

　
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
係
へ
。
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　　　　　あすなろ会
　あすなろ会（村山秀雄代表）は、毎月公民館を

利用して例会を開き、山行計画、報告などを行っ

ています。春は残雪の巻機山へ、夏は高山植物咲

きみだれる北アルプス、秋は紅葉の谷川岳に、冬

は粉雪を蹴ってスキーにと、春夏秋冬、休日を利

用して和気あいあいと山に行っている35人のグル

ープです。

　今年も会員募集を行っています。山に登ってみ

たいと思っている人は、村山秀雄さん（87－5452

番）まで連絡してください。

市
営
（
県
営
）
住
宅
が

　
　
　
　
空
い
て
い
家
す

○
川
治
谷
内
丑
（
市
欝
V
騨
芦

　
　
二
部
一
燈
　
（
ゐ
ハ
騒
　
“
四
・
錠
V

　
　
月
額
家
賃
二
千
四
百
円

〇
四
日
町
（
市
営
V
二
戸

　
　
二
戯
剛
蹴
厘
　
（
幽
ハ
、
　
澱
”
・
五
）

　
　
浴
室
有

　
　
月
額
家
賃
三
千
九
百
需

O
黒
沢
（
県
営
V
七
芦

　
　
二
郎
屋
（
六
、
難
〉

　
　
浴
室
．
D
K
有
－

　
　
丹
額
家
賃
八
千
四
百
角

★
申
込
…
縫
設
撫
建
藻
住
宅
係

（
魯
七
i
三
二
養
内
簾
二
五
〇
）

　
　
～

　県民スポーツの日参加

婦人バレー参加チーム募集

　
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日

の
参
加
行
事
と
し
て
、

市
教
育
委
員
会
で
は
婦

人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

期
日
　
六
月
二
十
五
日

～
二
十
六
日
（
午
後
七

時
集
合
）

会
場
　
市
民
体
育
館

参
加
資
格
　
五
十
五
年

四
月
一
日
以
降
市
内
に

在
住
す
る
既
婚
婦
人
。

競
技
規
則
　
新
潟
県
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
規
則
に
よ
る
。
主
な
も
の
は
、

㌢
i
ビ
ス
は
一
回
で
ア
ン
ダ
ー
ハ

ン
ド
。
ロ
一
セ
ッ
ト
十
五
点
。
日
ボ

ー
ル
は
四
号
ポ
ー
ル
、
四
ネ
ッ
ト
の

高
さ
は
二
癖
十
五
紬
ン
。

申
込
み
六
月
二
十
日
ま
で
に
、
市

民
体
育
館
（
8
七
ー
五
二
〇
八
番
）

内
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
事
務

局
へ
。

そ
の
他
　
こ
の
大
会
は
、
七
月
六
日

開
催
の
「
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
日
」
郡

市
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
出
場

予
選
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　
民
踊
指
導
者

　
　
　
　
講
習
会
も

　
柏
崎
、
長
岡
地
方
や
郡
市
内
の
民

踊
（
盆
踊
り
）
を
正
し
く
理
解
し
、

普
及
さ
せ
る
た
め
の
民
踊
指
導
者
講

習
会
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
回
目
（
六
月
十
三
日
）
、
会
場
…

　
川
治
地
区
公
民
館
、
内
容
…
大
の

　
坂
、
よ
い
や
さ
な
ど
中
条
地
区
の

　
民
踊

三
回
目
（
六
月
二
十
日
）
、
会
場
…

　
中
条
地
区
公
民
館
、
内
容
…
津
南

　
音
頭
、
か
ら
す
踊
り
な
ど
津
南
地

　
方
の
民
踊

四
回
目
（
七
月
｝
日
）
、
会
場
…
下

　
条
地
区
公
民
館
、
内
容
…
長
岡
甚

　
句
、
大
花
火
音
頭
な
ど
長
岡
地
方

　
の
民
踊

五
回
目
（
七
月
四
日
）
、
会
場
…
市

　
民
会
館
、
内
容
…
野
良
三
階
節
、

　
柏
崎
甚
句
な
ど
柏
崎
地
方
の
民
踊

時
間
は
い
ず
れ
も
夜
七
時
～
九
時

補
聴
器
の

　
聞
え
の
わ
る
い
方
の

　
　
巡
回
相
談
会
を
実
施

　
市
社
会
福
祉
事
務
所
で
は
、
補
聴

器
の
わ
る
い
か
た
の
巡
回
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

一
、
補
聴
器
の
修
理
、
点
検
、
整
備

二
、
補
聴
器
の
正
し
い
使
い
方
、
取

り
扱
い
方

三
、
聴
力
検
査
（
聴
力
相
談
）

　
　
崔
．
。
り
』
・
…
！
3
薗
…
・
9
・
9
‘
；
…
3
善
■
…
…
9
‘
…
…
ま
…
…
一
」
3
零
■
…
　
響
…

碗
⑲
㊥
⑫

交
通
事
故
相
談
は

自
動
車
保
険
請
求

　
　
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

…
3
㌔
3

　
自
動
車
事
故
の
激
増
に
と
も
な
い

被
害
者
の
救
済
は
社
会
的
な
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
請
に

こ
た
え
る
た
め
、
交
通
事
故
の
相
談

と
、
日
常
保
険
に
な
じ
み
の
少
な
い

人
に
、
保
険
の
し
く
み
、
保
険
請
求

の
手
続
な
ど
を
わ
か
り
易
く
説
明
す

　
e
補
聴
器
（
各
メ
ー
カ
ー
品
お
よ

　
び
外
国
品
）
を
お
持
ち
の
か
た
は

　
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
口
点
検
、
調
整
、
修
理
は
無
料
で

　
す
が
部
品
を
使
用
す
る
修
理
の
場

　
合
は
、
部
品
の
実
費
の
み
負
担
し

　
て
い
た
だ
く
事
が
あ
り
ま
す
。

　
日
身
障
手
帳
、
戦
傷
手
帳
を
お
持

　
ち
の
か
た
は
、
交
付
申
請
、
修
理

　
申
請
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

　
ま
す
の
で
手
帳
、
印
か
ん
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

と
き
　
七
月
九
日
（
水
）

　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
本
館

身
障
者
の
補
装
具
修
理
会
の

　
　
実
施
に
つ
い
て

　
身
体
障
害
者
の
補
装
具
修
理
会
を

毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
二
水
曜
日
。
午
前
十

　
時
～
午
後
一
時
ま
で
受
付

会
場
　
十
日
町
市
公
民
館

3
＝
…
3
忌
B
●
■
」
。
…
…
3
ξ
…
2
』
…
…
・
』
。
…
■
…
8
i
玉
■
…
…
3
3
■
●
…
二

る
相
談
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
弁
護
士
の
相
談
日
も
あ
り
ま

す
。場

所
　
新
潟
市
東
大
通
一
－
二
－
三

　
十
。
住
友
生
命
新
潟
ビ
ル
九
階

　
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
（
魯
〇
二
五
二
ー
四
三
f
O
八
二

　
四
番
）

時
間
　
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
ま

　
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

弁
護
士
相
談
日
毎
週
水
曜
日
午

　
後
一
時
～
四
時

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
気
軽
に
お

　
で
か
け
く
だ
さ
い
。
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宿
展
ポ
ス
9
1
募
集

●
●
第
十
三
回
市
展
は
十
月
十
日
～
十
一
一
日

　
第
十
三
回
市
展
は
、
十
月
十
日
～

十
二
日
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

が
、
市
公
民
館
で
は
、
今
年
度
の
市

展
ポ
ス
タ
ー
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

一
、
内
容
…
…
市
展
ポ
ス
タ
ー
に
ふ

　
さ
わ
し
い
も
の
で

　
H
大
き
さ
　
B
三
判
（
大
洋
紙
の

　
％
約
三
十
九
㎝
×
五
十
四
㎝
）

　
口
色
…
…
地
色
を
含
め
三
色
以
内

　
国
使
用
文
字
　
　
「
第
十
三
回
」

　
「
市
展
」

二
、
締
切
日
…
…
七
月
十
日
（
木
）

三
、
宛
先
…
…
市
公
民
館
市
展
係

　
（
学
校
町
、
8
七
－
五
〇
二
番
）

四
、
審
査
　
第
十
三
回
市
展
運
営
委

　
員
会

五
、
賞
、
発
表
　
入
選
一
点
（
賞
金

　
一
万
円
）
、
佳
作
数
点
（
記
念
品
）

　
入
選
作
品
は
「
第
十
三
回
市
展
ポ

　
ス
タ
ー
」
と
し
て
印
刷
し
、
市
内

　
に
掲
示
し
ま
す
．

六
、
そ
の
他
　
日
原
画
の
一
部
を
修

　
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
口
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
．

　
国
応
募
作
品
の
版
権
は
、
十
日
町

　
市
公
民
館
に
帰
属
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
保
母
の
資
格
を
得
る

　
　
す
に
は
・
大
学
か
保
育
専

験
ま
門
学
校
で
所
定
輩
位

試
れ
を
修
得
す
る
こ
と
が
必

母
さ
要
で
す
が
、
高
等
学
校

保
施
を
卒
業
し
た
人
な
ど
に

県
実
も
試
験
に
よ
り
保
母
資

潟
が
格
を
得
る
道
が
開
か
れ

新
　
　
て
い
享
．

　
　
　
　
　
試
験
期
日
　
筆
記
試
験

…
…
七
月
二
十
九
～
一
、
．
十
日
（
新
潟

か
長
岡
で
）
。
実
地
試
験
…
…
九
月

七
日
（
新
潟
で
）

受
験
申
請
受
付
　
六
月
二
十
日
～
六

月
三
十
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

提
出
先
　
県
民
生
部
青
少
年
福
祉
課

保
母
試
験
係
（
新
潟
市
一
番
堀
通
り
）

詳
細
は
　
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は

市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ
。

とお』げ蓄二

博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う

（13

庭保福樋星。村関
野坂島ロ名山谷

　幸キニ正スム
洋．一ク郎之ミッ

関
ロ
勝
四
郎

関
ロ
　
シ
ゲ

根
津
　
清
治

根
津
　
正
伸

庭
野
　
雅
弘

根
津
チ
ヨ
ノ

西土野十阿
川井上見部

ヒ清　愛ケ
ロ史実子ン

大
津
仁
太
郎

本
町
一

川
治
中
町

中
条
旭
町

本
町
三

中
条
峠

姿
第
二

稲
荷
町
二

高
山
第
二

袋
町
西
区

本
町
六
の
二

田
中
町
本
通
り

稲
荷
町
一

本
町
四
丁
目

長
岡
市
東
町

市
内
高
島

本
町
六

西
寺
町

中
条
三
ツ
山

（
五
十
五
年
三
月
～
五
月
分
）

滝
沢
ア
イ
子

樋
ロ
　
ツ
ネ

林
　
　
節
子

大
島
キ
ク
エ

大
津
ヨ
シ
ノ

宮
田
　
ト
キ

柳
　
　
　
嗣
徳

小
島
　
ミ
イ

桑
原
　
真
治

久
保
田
　
房

樋
口
　
倶
吉

山
田
マ
サ
ノ

岡
村
　
ミ
ワ

宮
入
　
キ
ヨ

庭
野
　
干
代

富
井
キ
ヨ
イ

小
林
ミ
ヨ
シ

原
田
・
ウ
メ

樋
ロ
　
源
陶

四
日
町
第
四

新
　
宮

若
宮
町

稲
荷
町
三
東

四
日
町
第
二

田
中
町
本
通
り

高
　
島

下
条
野
田

山
本
四
丁
目

大
黒
沢
東

中
里
村
白
羽
毛

下
条
貝
ノ
川

高
山
第
二

宮
ド
西

本
町
一

馬
場
第
四

ド
条
貝
ノ
川

高
田
町
三
西

稲
荷
町
三

大
島
マ
ス
エ

水
落
　
青
吉

庭
野
マ
サ
イ

阿大蕪大滝関
部島木谷沢ロ

トキ恒光壮春
イヒ作悪治子

飯
酒
盃
澄
代

滝
沢
　
栄
輔

磯
貝
　
健
一

庭
野
　
行
雄

二
瓶
虎
太
郎

樋
ロ
　
春
生

阿
部
　
国
治

長
谷
川
囎
得

村
山
　
清
治

岩
田
盛
次
郎

石
沢
　
寅
確

下
条
原

下
条
中
央
通
り

田
中
町
本
通
り

田
中
町
東

川
　
治

西
寺
町

駅
通
り

〃本
町
六

本
町
東

松
之
山
町
松
之
山

西
蒲
吉
田
町

昭
和
町
一
．
一

宮
ド
町
西

若
宮
町

下
条
水
口

下
条
為
永

中
条
旭
町

津
南
町
駒
返

　
（
敬
称
略
）

熱
館
本
館
（
市
民
会
館
）
の
図

零
妻
ご
紹
介
い
た
し
享
．

　
　
〈
場
所
は
〉

　
十
β
町
市
学
校
町
　
十
日
町
市
公

民
館
本
館
（
市
民
会
館
）
の
建
物
の

三
階
東
側
の
一
室
に
図
書
室
が
あ
り

ま
す
。
広
さ
は
二
三
四
・
五
㎡
の
図

書
閲
覧
室
が
あ
り
、
そ
の
中
に
約
三

万
二
千
冊
余
の
蔵
書
が
入
っ
て
い
る

書
架
が
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
〈
蔵
書
の
分
類
は
〉

　
日
本
十
進
分
類
法
に
よ
る
分
類
を

し
て
い
ま
す
。

　
総
記
（
0
）
…
百
科
事
典
、
双
書
、

全
集
な
ど
、
哲
学
（
1
）
…
心
理

学
、
宗
教
惰
仏
教
な
ど
　
歴
史
（
2
）

…
伝
記
、
地
理
，
な
ど
　
社
会
科
学

　
（
3
）
…
政
治
、
経
済
、
社
会
問
題

教
育
、
民
俗
学
、
軍
事
な
ど
　
白

然
科
学
（
4
）
…
数
学
、
化
学
、
動

植
物
学
、
医
学
な
ど
　
工
学
（
5
）

…
技
術
、
建
築
、
電
気
、
家
事
な
ど

　
産
業
（
6
）
…
農
林
業
、
園
芸
、

商
業
、
交
通
な
ど
　
芸
術
（
7
）
…

美
術
、
音
楽
、
演
劇
、
体
育
、
諸
芸
、

娯
楽
な
ど
　
語
学
（
8
）
　
文
学

　
（
9
）
…
日
本
文
学
、
外
国
文
学

な
ど
　
こ
の
他
に
児
童
向
け
の
図
書

が
あ
り
、
分
類
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の

書
架
に
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
〈
本
を
借
号
る
と
き
は
〉

　
ま
ず
、
図
書
室
に
用
意
し
て
あ
る

登
録
票
に
氏
名
、
住
所
な
ど
を
記
入

し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
一
人
一
枚

の
「
貸
出
券
」
が
渡
さ
れ
ま
す
。
そ

の
券
で
二
冊
ま
で
の
本
を
、
無
料
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
券

ゴ

が
あ
れ
ば
、
そ
の
人
の
か
わ
り
に
本

を
借
り
た
り
、
返
し
た
り
で
き
ま
す
。

貸
出
期
間
は
二
遍
間
で
す
。
　
（
雑
誌

な
ど
は
三
日
間
）
　
　
　
　
　
ー

　
〈
リ
ク
エ
ス
ト
も
で
き
ま
す
〉

　
ご
希
望
め
本
が
、
書
架
に
な
い
と

き
は
、
備
え
つ
け
の
「
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
」
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
〈
図
書
室
の
開
室
時
蘭
は
〉

平
日
（
水
罎
を
除
く
　
火
～
金
曜
）

は
、
午
前
九
時
～
午
後
六
時
　
土
・

日
曜
、
祝
日
は
、
午
前
九
時
～
午
後

公民館本館の

図書室ご紹介

五
時
　
毎
水
曜
は
、
午
前
九
時
～
午

後
八
時
三
十
分

　
〈
図
書
室
の
休
室
は
〉

　
公
民
館
の
休
館
日
は
図
書
室
も
休

み
で
玄
。
毎
月
曜
、
天
皇
誕
生
日
、

憲
法
記
念
日
、
こ
ど
も
の
日
、
体
育

の
日
、
文
化
の
日
の
そ
れ
ぞ
れ
の
翌

日
　
成
人
の
日
、
建
国
記
念
の
日
、

春
分
の
日
、
敬
老
の
日
、
秋
分
の
日
、

勤
労
感
謝
の
日
、
年
始
（
一
月
一
日

～
一
月
三
日
）
、
年
末
（
十
二
月
二
十

九
日
～
十
二
月
三
十
一
日
）
。
　
　
　
ゆ

騒
羅
驚
謡
駿

み
な
さ
ん
か
ら
本
の
寄
贈
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
で
読
み
終

っ
た
本
な
ど
で
、
ご
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
（
8
七
ー
五

〇
二
番
×
お
宅
ま
で
取
り
に
上
が

り
ま
す
。

　
昨
年
度
は
延
一
万
二
千
二
百
八
十

一
名
の
人
が
、
図
書
室
の
本
を
一
万

九
千
五
百
二
十
五
冊
も
利
用
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
図
書
室
で
の
閲
覧

も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ
ピ
ー
サ
ー

ビ
ス
も
い
た
し
ま
す
。

　
（
自
動
車
文
庫
『
こ
だ
ま
号
』
〉

　
こ
の
他
に
、
自
動
車
文
庫
「
こ
だ

ま
号
」
巡
回
の
仕
事
も
や
っ
て
い
ま

す
。
巡
回
し
て
行
く
の
を
楽
し
み
に

待
っ
て
い
て
く
だ
さ
る
人
が
、
各
地

に
大
勢
い
る
こ
と
は
た
い
へ
ん
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。
昨
年
は
四
十
九
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
延
一
万
四
千
四
十

七
人
の
人
が
、
二
万
四
千
四
百
八
十

七
冊
の
本
を
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
も
昨
年
の
ス
デ
…
シ
ョ
ン
と
ほ
ぼ

同
じ
に
巡
回
を
し
て
い
ま
す
。
巡
回

案
内
板
の
あ
る
場
所
に
、
月
二
回
き

ま
っ
た
曜
日
に
、
き
ま
っ
た
時
間
に

音
楽
を
鳴
ら
し
て
巡
回
し
て
行
き
ま

す
（
祝
日
な
ど
で
変
更
も
あ
り
ま
す

が
）
。
毎
月
の
市
報
お
知
ら
せ
版
で
翌

月
の
巡
回
日
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
最
寄
り
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ど

う
ぞ
お
い
で
く
だ
さ
い
。
本
は
無
料

で
ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
．
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児

の

　
六
月
瓶
（
二
月
～
五
月
分
）
の
児

童
手
当
が
、
六
月
十
日
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
の
口
座
に
振
込
み
に
な

り
ま
し
た
。
支
給
額
は
、
十
八
歳
未

満
の
児
童
三
人
以
上
の
う
ち
出
生
順

に
数
え
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育

終
了
前
の
児
童
一
人
に
つ
き
、
市
民

税
の
所
得
割
の
額
の
あ
る
人
は
月
額

五
千
円
、
所
得
割
の
額
の
な
い
人
は

月
額
六
千
五
百
円
の
支
給
で
す
．

　
な
お
、
所
得
制
限
に
よ
り
該
当
さ

れ
て
い
な
い
方
で
、
昭
和
五
十
四
年

分
の
所
得
が
次
に
該
当
す
る
場
合
は

受
給
資
格
が
六
月
分
か
ら
生
じ
ま
す

①
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
が

い
な
い
人
は
所
得
が
二
百
二
十
二
万

六
千
円
未
満
の
場
合
．

②
扶
養
親
族
、
控
除
対
象
配
偶
者
が

あ
る
人
は
、
二
百
二
十
二
万
六
千
円

に
一
人
に
つ
き
二
十
六
万
円
（
老
人

扶
養
親
族
は
三
十
二
万
円
）
を
加
え

た
額
よ
り
少
な
い
場
合
。

　
該
当
者
は
、
年
金
の
記
号
番
号
、

金
融
機
関
名
、
口
座
番
号
を
ひ
か
え

印
鑑
を
持
参
し
て
市
民
生
活
課
年
金

係
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業

　
▼
小
清
会
代
表
池
田
勢
七
（
本
町

六
の
一
）
一
万
三
千
円
　
▼
内
藤
直

義
（
控
木
）
千
円
▼
東
北
電
力
電

気
友
の
会
代
表
根
津
百
合
子
　
五
千

百
五
十
九
円
　
▼
福
島
商
事
グ
ル
ー

プ
社
員
一
同
　
三
万
八
千
円
　
▼
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
代

表
池
田
正
之
　
一
万
五
千
四
百
七
十

三
円
　
▼
調
理
師
会
十
日
町
支
部
長

山
田
欽
也
　
二
万
円
　
▼
関
口
利
吉

（
宮
下
町
東
）
三
万
円
（
香
典
返
し
）

献⑫～福祉年金～1箋塗組墜
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　“豚肉のスタミナ焼き”はいかが！一

保
険
料
を
納
め
な
く
て
も

　
　
　
7
0
歳
に
な
る
と

老
齢
福
祉
年
金
が

　
　
　
　
　
出
る
か
？

問
…
私
は
明
治
四
十
四
年

四
月
十
五
日
生
ま
れ
、
六

十
九
歳
で
す
。
最
近
、
特

例
納
付
と
い
う
話
を
聞
き

ま
す
が
、
今
保
険
料
を
納

め
な
い
で
七
十
歳
に
な
る

と
老
齢
福
祉
年
金
が
い
た

だ
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答
…
重
要
な
点
で
誤
解
が

あ
る
よ
う
で
す
。
だ
れ
で

も
七
十
歳
に
な
れ
ば
福
祉

年
金
が
出
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
制
度
が
で
き
た
昭
和

三
十
六
年
四
月
当
時
、
五

十
歳
以
上
で
あ
っ
た
人
（
明

　
　
　
　
一
　
鴛

　
　
　
　
！
　
　
　
こ
に

　
　
　
　
、
、
、
　
　
。
　
。
め

　
　
　
　
カ

　
　
　
　
、
　
す
す
た

　
　
　
　
カ
　
ま
ま
一
“

　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
し
　
　
り
し
な

　
　
　
　
ま
　
あ
介
け

　
　
　
　
　
　
が
紹
負

　
　
　
　
　
　
法
ご
に

　
　
　
　
　
　
方
を
的

　
　
　
　
　
　
田
t
。
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
モ
ヘ
　
ル
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
料
焼
体

　
　
　
　
　
　
の
ナ
　
、

　
　
　
　
　
　
く
　
ミ
　
キ
」

　
　
　
　
　
　
多
ダ
と

　
　
　
　
　
　
数
ス
る

　
　
　
　
　
　
、
“
　
え
　
。

　
　
　
　
　
　
よ
　
ま
　
　
葛
　
、

　
　
　
　
　
　
く
　
　
き
　
　
カ
　
　
し

　
　
　
　
　
　
に
回
む
さ

　
　
　
　
　
　
理
今
を
だ

　
　
　
　
　
　
科
で
節
く

　
　
ア
“
　
の
中
季
食

　
　
　
一
　
肉
の
い
試

　
　
　
　
　
　
豚
そ
暑
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ぞ

今
月
の
納
税

（
肺
巌
協
難
｝
鵬
）

治
四
十
四
年
四
月
｝
日
以
前
生
ま

れ
）
は
、
加
入
資
格
期
間
等
の
問
題

で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
で
し
た
．

そ
こ
で
、
国
の
責
任
で
国
民
年
金
に

加
入
し
な
く
と
も
年
金
（
現
在
月
額

二
万
円
）
を
出
す
こ
と
に
し
た
の
が

老
齢
福
祉
年
金
で
す
。
し
た
が
っ
て

こ
の
年
金
が
出
る
人
は
明
治
四
十
四

年
四
月
蝋
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
あ
な
た
の
場
合
は
、
明
治
四
十

四
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
で
す
の

で
次
の
特
例
納
付
の
手
続
き
を
し
な

い
と
老
齢
福
祉
年
金
は
出
ま
せ
ん
。

　
〔
特
例
納
付
〕
　
明
治
四
十
四
年

四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
強
制
加
入

対
象
者
で
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る

人
（
任
意
加
入
者
を
除
く
）
は
時
効

に
な
っ
た
保
険
料
が
特
例
納
付
で
き

ま
す
。
保
険
料
は
一
ヵ
月
四
千
円
．

　
を
　
あ
3
0
上
。
き
が
く
て

　●作り方

1）カッコ内び）調味料

　合わせておく。

2）豚うす切りをU）と

　わせ手でよくもみ約
　分位一）け込み、時々

　ドし味を馴染ませる

3》フラィパンを空焼

　し、油を人れ少し煙

　でたら強火で肉を焼

4）　ピーマンは前も一・

　4ツ割にし種を除き

強火で別に油妙めを

●材料と分量（4～6人前）

量分
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妙め油
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●トマト
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取
扱
期
間
は
六
月
三
十
日
ま
で
で
す

こ
の
制
度
は
今
年
度
が
最
後
で
す
の

で
該
当
す
る
方
は
、
至
急
市
民
生
活

課
年
金
係
（
奮
七
－
三
一
一
一
番
内

線
二
『
八
）
に
申
し
込
み
下
さ
い
．

　
　
〔
参
考
に
〕
国
民
年
金
の
十
年
間

の
侮
険
料
（
四
十
八
万
円
U
月
額
四

千
円
）
を
特
例
納
付
す
る
と
、
初
年

度
は
、
二
十
九
万
六
千
九
百
円
の
年

金
と
な
り
、
二
年
で
元
が
と
れ
る
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
手
に
す
る
年
金

は
物
価
が
上
昇
す
る
と
ス
ラ
イ
ド
で

ど
ん
ど
ん
増
え
て
ゆ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
の
納
め
て
い
る

保
険
料
は
、
老
後
の
年
金
の
原
資
の

ほ
か
、
市
内
の
厚
生
施
設
や
生
活
関

連
施
設
の
建
設
資
金
の
一
部
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
保
険

料
の
納
入
に
つ
い
て
特
段
の
、
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
た
ち
ま

　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
。
ま

を
の
た
ぢ
　
　
　
、
。
る
月

　
　
　
　
　
　
ぐ

　
量
煮
か

　
分
り
を
　
ほ
　
沌
耐
よ
の

　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
し

　
同
作
味
　
　
　
　
戯
味
）
通

　
を
量
で
織
才
苦
び
駅

　
れ
当
中
　
組
　
ず
く
．

　
　
　
　
　
　
と
　
　
　
員
　
　
　
ダ

　
だ
適
た
’
　
　
U
悪
　
環

　
　
　
　
　
　
む
　
　
オ
　
　
て

捲
諺
秘
硫
脅
酬

　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
十
と
　
こ
　
（

　
　
　
　
　
　
　
で
る
肉
こ
量
要

　
　
　
　
　
　
手
な
と
ぬ
の
必

　
　
　
　
　
　
　
　
に
く
ぎ
分
が

　
　
　
　
　
　
ち
力
焼
過
塩
見

　
宜
　
　
ケ

　
　
　
　
　
　
　
例
柔
で
め
る
味

　
　
　
　
　
　
に
が
火
妙
れ
で

　
適
　
　
3

　
　
　
　
　
　
れ
り
強
は
ま
の

　
　
　
　
　
　
た
が
め
ン
含
う

　
　
　
　
　
　
を
あ
始
マ
に
違

　
　
　
　
　
　
肉
き
は
一
そ
が

　
　
　
　
　
　
　
豚
焼
肉
ピ
み
さ

　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
●
　
●
　
●

・
納
期
限
六
月
三
十
日

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
六
月
十
六
日
㈲
　
午
後
一
時
～
四

時
ま
で
　
西
浦
東
の
一
部
・
西
浦
西

▼
六
月
十
七
日
図
　
正
午
～
午
後
四

時
ま
で
　
姿
第
一
、
第
二
　
▼
六
月

十
八
日
困
　
午
後
一
時
～
四
時
ま
で

七
軒
町
・
関
口
樋
口
町
の
各
一
部
、

本
町
二
丁
目
、
加
賀
糸
屋
町
、
西
寺

町
、
本
町
三
丁
目
の
一
部
　
▼
六
月

二
十
日
囲
　
正
午
～
午
後
四
時
ま
で

土
市
第
一
の
一
部
、
細
尾
、
天
池
、

池
之
尻
、
漆
島
　
▼
六
月
二
十
四
日

㈹
　
午
後
一
時
～
四
時
ま
で
　
高
田

町
五
丁
目
の
一
部
▼
六
月
二
＋
六

目
困
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
七

軒
町
の
一
部
、
昭
和
町
二
丁
目
の
一

部
、
泉
町
の
一
部
、
昭
和
町
三
丁
目

　
　
　
　
　
　
　
　
』
，
・

惨
ヒ
が
2
　
蜀

O
大
火
か
ら
八
十
年
。
当
時
の
思
げ

出
を
語
っ
て
も
ら
お
う
と
大
火
の
経

験
者
を
探
し
た
の
で
す
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
十
歳
だ
っ
た

人
も
も
う
九
十
歳
で
す
．
ま
し
て
や

町
復
興
の
為
に
、
血
の
汗
を
流
し
た

人
達
の
苦
労
話
し
は
聞
く
べ
き
も
あ

り
ま
せ
ん
。
八
十
年
の
歳
月
は
、
あ

の
大
事
件
す
ら
歴
史
の
か
な
た
に
追

い
や
っ
て
い
ま
す
。

〇
十
小
五
年
生
で
大
火
を
知
っ
て
い

た
の
は
四
十
二
人
中
二
十
八
人
。
そ

の
う
ち
四
人
は
家
の
人
か
ら
聞
き
、

残
り
は
授
業
で
教
わ
っ
た
生
徒
で
す
。

○
こ
の
大
惨
事
を
歴
史
上
の
事
件
に

す
る
こ
と
な
く
、
大
火
の
恐
ろ
し
さ

を
語
り
つ
い
で
行
き
た
い
も
の
で
す
。

■市勢／人ロ…・49，931人（男24，536・女25，395人）／世帯数…12，011／面積一211．44㎞（5月1日現在）
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